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１ 戸田市外部評価の概要 

（１）外部評価とは？ ～行政評価結果を外部の視点で再評価～ 

行政評価における客観性及び透明性をより向上させるため、市長からの諮問により、行

政の内部による行政評価の結果を外部の視点で再評価を行い、業務の見直しや行政評価の

推進に係る事項について、市長へ答申するものです。 

 
行政評価により、目標と現状の差を把握する。要因分析から問題を発見し 
解決策を計画に反映していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（２）戸田市外部評価委員会とは？ 

戸田市外部評価委員会（以下「委員会」という。）は、平成２０年から試行的に実施

してきた経緯を踏まえ、平成２８年７月に施行した「戸田市外部評価委員会条例」に基

づき、附属機関として設置されています。 
【委員会の目的】 

 

 
としており、「市が実施した行政評価の評価を行うこと」や「行政評価制度の改善に

関すること」について、審議し、その内容について市長に答申することとしています。 
なお、条例第３条の規定に基づき、委員７人以内で、学識経験者、市内企業経営者、

市民又は市民活動団体関係者から構成しています。 

 

 
 

 

 

 

           内部評価 
（事務事業評価・施策評価） 

ＰＬＡＮ 

 計 画  

ＤＯ 

実  行  

ＣＨＥＣＫ 

評   価  

ＡＣＴＩＯＮ 

改   善  

課題等の改善 

や対策を実施し、 

計画に反映 

効果の測定 

目標と現状の差を

把握 

要因を分析し、課

題を発見 

【PDCAサイクルと外部評価】 

目標 の設定や

具体 的な行動

計画を決定 

行動計画を実行 

市が実施する行政評価について、市民等の外部の視点で評価することにより、 

客観性及び透明性を確保するとともに、職員の行政評価に係る能力の向上を図ること 

外部評価 
（外部の視点から再評価） 
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（３）外部評価の狙いは？ ～施策は計画どおりに進行しているか～ 

① 評価視点の多角化 

評価の客観性を確保することだけではなく、内部評価で気付かなかった点を外部評

価で御指摘いただくことにより、評価視点の多角化を図ることができます。 
② 総合振興計画の進行管理機能 

外部評価の対象を「施策」単位にすることにより、「施策」が総合振興計画どおりに

進行し、成果として現われているかという広い視点を確保できます。 

③ 施策の推進に寄与 

施策の推進に寄与するとともに、施策を構成する事務事業の改革や改善にも寄与し

ます。 
④ 市の政策立案・実施への反映 

委員の専門的・実践的意見と市民目線での意見の聴取によって、施策の推進を図っ

ていくことができます。 
⑤ 職員の施策立案能力等の向上 

外部評価を受けることにより、多角的な視点を養うことができ、職員の施策立案能

力等の向上につながります。 
⑥ 市民への情報公開・説明責任 

具体的な施策・事務事業の内容及び進捗状況等について、外部評価をÉÊてËÌする

ことにより、市民へのÍ明ÎÏを果たします。 

２ 委員会の開催状況 

会議 開催日時 内容 

第１回 令和５年４月２１日 ・令和５年度外部評価の方向性等について 

第２回 令和５年５月１８日 
・ヒアリング対象施策の選定について 

※オンライン形式で開催 

第３回 令和５年６月３０日 
・令和５年度評価対象施策の概要について 

・今後の事務スケジュールについて 

第４回 令和５年８月３日 ・外部評価ヒアリングについて（３施策） 

第５回 令和５年８月４日 ・外部評価ヒアリングについて（３施策） 

第６回 令和５年９月２２日 
・評価結果の意見交換について 

・答申（案）について  ※オンライン形式で開催 

第７回 令和５年１１月１４日 ・市長への答申について 

第８回 令和６年１月３０日 ・答申内容への対応状況報告について 

Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð Ð  
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３ 令和５年度の評価概要 

（１）令和５年度戸田市外部評価対象施策 

令和５年度委員会では、戸田市第５次総合振興計画の施策から６施策を評価対象施策とし、

外部の視点から評価を行いました。 

【選定方法について】 
  ・３２施策の中から、事前に各委員が３施策ずつ選び、回答の多い施策を評価対象候補として

挙げ、対象施策の３施策を選定しました。 
  ・残りの３施策は、戸田市第５次総合振興計画における基本目標等のバランスを考慮した上で、

市長が選定しました。 
 

施策番号 施策名 中心となる部局 選定 

４ 世界で活躍できる人間の育成 教育委員会事務局 委員会 

９ 健康づくり支援の充実 健康福祉部 市長 

１６ 地域防災力・危機管理体制の充実・強化 危機管理防災課 市長 

２２ 安心して生活できる住環境の充実 都市整備部 委員会 

２６ 魅力ある公園づくり 環境経済部 市長 

３１ 地域資源を活用した観光振興の推進 環境経済部 委員会 

 

（２）評価方法 

委員会では、行政が実施した令和５年度行政評価（内部評価）について、第４回及び第５回

委員会のヒアリングでは、以下の資料を参考に担当部局から施策の説明や質疑応答を行いまし

た。 
 

評価資料 ヒアリング項目・時間配分（目安） 

〇外部評価シート 

〇施策評価シート、事務事業評価シート 

〇事前質問・回答 

〇ロジック・モデルシート(令和 4 年度版) 

〇その他補助資料 

〇施策概要説明及び事前質問への回答(20 分) 

〇各委員からの質疑(70 分) 

 (1)事務事業の妥当性  

 (2)施策指標の妥当性 (1)＋(2)で 40 分 

 (3)資源の方向性           20 分 

 (4)その他                10 分 
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（３）評価のポイント 

「施策の目的ú成のため、施策（内部）評価はûüに実行されているか。」という観点から、

以下の評価項目やýþèÿを基に評価を行いました。  
項目 内容 ポイント 判断区分 

①事務事業

の妥当性 

この施策を構成する

事務事業は妥当であ

るか？ 

●次の内容を踏まえて妥当であるか。 

（ア）施策とそれを達成するための手段である事務事業が、目

的・手段の関係になっているか。 

（イ）実施計画として掲載する上で、妥当か（施策内で優先度の

高い事業か）。 

（ウ）不足している事務事業（手段）はないか。 

（エ）縮小・休止・廃止を検討すべき事業はないか。 

●上記の判断にあたっては、施策評価シートの「事務事業の検

討」内「事務事業評価の結果」中の「事業の方向性」「施策への

貢献度」に記載されている内部評価結果も参考にする。 

Ａ 妥当である 

Ｂ 改善（小） 

Ｃ 改善（大） 

Ｄ  縮 小 ・ 休

止・廃止 

②施策指標

の妥当性 

施策の進捗を測る指

標の設定は妥当であ

るか？ 

●施策評価シート「３．施策の指標における成果（主な指標）」

が、施策の目的の達成状況を測る指標となっているか。ロジッ

ク・モデル等にて確認 

●内部評価における評価の根拠となる、施策「進捗状況」と事務

事業「目標達成状況」の説明内容等を参考とする。 

Ａ 妥当である 

Ｂ 改善（小） 

Ｃ 改善（大） 

③資源の 

方向性 

今後、この施策の資

源（人員・予算）の方

向性は？ 

●施策の目的の達成に向け、施策評価シート「３．施策の指標

における成果（主な指標）」や「〇結果と今後の方向性」等を踏ま

えて判断 

【判断区分の評価例】 

・予定通り→維持、 遅れている→増加 

・この事業をもっと進めるべき→増加 

・ここまで資源を投じなくても目標達成できるのでは→縮小等 

↑ 増加 

→ 維持 

↓ 縮小 
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（４）委員会としての評価結果 

評価結果については、第７回委員会において、委員会から市長へ答申されました。評

価結果一覧について、下表のとおりです。 

また、委員会と市長との意見交換では、令和５年度の対象施策の評価結果だけでなく、

第５次総合振興計画をより推進していくための施策の在り方や各取組に対する助言、行

政評価制度全般に関わる課題についても、多角的な観点から御指摘をいただきました。 

市では、委員会からいただいた御意見や御指摘を真摯に受け止め、今後の施策の取組

に活かしていくとともに、より効果的な行財政運営を取り組んでまいります。 

なお、答申書及び意見交換等の内容については、資料１答申書及び資料３第７回委員

会会議録を御覧ください。 

 

〇評価結果一覧【施策別】 

施策 

番号 
施策名 

外部評価項目 

事務事業の 

妥当性 

施策指標の 

妥当性 

資源の方向性 

（予算） 

資源の方向性 

（人員） 

施策４ 世界で活躍できる人間の育成 B 改善（小） B 改善（小） → 維持 → 維持 

施策９ 健康づくり支援の充実 B 改善（小） B 改善（小） → 維持 → 維持 

施策 16 
地域防災力・危機管理体制の充

実・強化 
B 改善（小） B 改善（小） → 維持 → 維持 

施策 22 
安心して生活できる住環境の充

実 
B 改善（小） B 改善（小） → 維持 → 維持 

施策 26 魅力ある公園づくり A 妥当である B 改善（小） → 維持 → 維持 

施策 31 
地域資源を活用した観光振興の

推進 
B 改善（小） B 改善（小） → 維持 → 維持 

 

〇評価結果一覧【評価項目別】 

  A 妥当である B 改善（小） C 改善（大） Ｄ 縮小・休止・廃止 

事務事業の 

妥当性 
１件 ５件 ０件 ０件 

施策指標の 

妥当性 
０件 ６件 ０件  

 ↑ 増加 → 維持 ↓ 縮小 

資源の方向性 

（予算） 
０件 ６件 ０件 

資源の方向性 

（人員） 
０件 ６件 ０件 
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４ 答申（意見）を踏まえた行動計画 

答申書における委員会の評価、意見及び施策ごとに実施した外部評価ヒアリングの内

容を踏まえた行動計画として、委員会の意見に対する現時点の検討状況を記載していま

す。 

 

＜次項以降の行動計画表の見方について＞ 

答申書別紙「２ 各施策の評価結果」の各施策における①事務事業の妥当性、②施策指

標の妥当性、③資源の方向性（予算・人員）、④外部評価委員のコメントの４つの項目ご

とに評価結果と併せて掲載している「外部評価委員の主な意見」に対する検討状況等を

記載しています。 

行動計画表の見方については、以下のとおりです。 

 

 

 

外部評価委員の意見の中から 

提案や質問に類する意見を 

「塗りつぶし（黄色）」にしています。 

上記「外部評価委員の意見」に対する回答は、

必須回答と任意回答の２種類とした上で、回答

しています。 

【必須回答】⇒上記の黄色部分 

【任意回答】⇒それ以外 
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〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
４
　世
界
で
活
躍
で
き
る
人
間
の
育
成

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
間
を
育
成
す
る
た
め
、安
心
して
快
適
に
過
ご
す
こと
が
で
き
る
学
校
施
設
の
維
持
・再
編
、学
校
の
IC
T環
境
整
備
推
進
、安
全
な
給
食
の
提
供
な
ど児
童
生
徒
に
とっ
て
好
ま
しい

教
育
環
境
を
整
備
す
る
とと
も
に
、こ
れ
か
らの
時
代
を
生
き
抜
くた
め
の
⼒
を
⾝
に
つ
け
させ
る
よ
うに
努
め
ま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】教
育
委
員
会
事
務
局
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒
番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

6
①

⼩
中
学
校
に
関
す
る
業
務
を
幅
広
く⾏
って
い
る
た
め
、必
須
とさ
れ
て
い
る
事
業
が
多
い
が
、そ
うし
た
中
で
も
施
策
の
目
的
に
関
連
す
る
AL
T事
業
や
海
外
留
学
奨
学
⾦
事
業
等
も
実
施
して
い
る
た
め
。

6
②

妥
当
で
あ
る
。

6
③

学
校
⽀
援
体
制
の
充
実
、⼾
⽥
市
独
⾃
の
教
育
改
⾰
の
取
組
、創
意
⼯
夫
に
満
ち
た
教
育
活
動
の
推
進
を
各
学
校
の
特
⾊
に
合
わ
せ
て
適
切
に
事
業
を
⾏
って
い
る
の
で
、「
妥
当
」で
あ
る
と判
断
す
る
。今
後
も
、「
⼾
⽥
市

SE
EP
プ
ロジ
ェク
ト」
の
確
実
な
取
組
に
期
待
して
い
る
。

6
④

施
策
が
「世
界
で
活
躍
で
き
る
人
間
の
育
成
」で
あ
り、
そ
の
実
現
⼿
段
とし
て
AL
T事
業
や
海
外
留
学
奨
学
資
⾦
事
業
な
どだ
け
で
は
物
⾜
りな
い
感
が
あ
る
。語
学
以
外
に
も
様
々
な
ス
キ
ル
の
向
上
や
個
々
の
生
徒
・児
童
の

才
能
を
伸
ば
す
よ
うな
教
育
環
境
の
整
備
な
ど。

6
⑤

概
ね
妥
当
と考
え
る
。な
お
、０
歳
か
ら１
５
歳
の
年
代
全
般
に
わ
た
る
事
業
を
⾏
うと
す
る
場
合
は
就
学
前
年
代
を
対
象
とす
る
メニ
ュー
が
揃
って
い
な
け
れ
ば
定
義
上
、不
完
全
とな
る
。法
規
制
な
ど問
題
か
ら就
学
前
年
代

を
対
象
とす
る
メニ
ュー
を
実
施
しな
い
の
で
あ
れ
ば
、事
業
対
象
を
明
⽰
す
る
事
業
名
称
を
変
更
す
る
こと
が
望
ま
しい
で
あ
ろ
う。

6
⑥

１
５
年
教
育
事
業
に
つ
い
て
は
、０
歳
〜
１
５
歳
ま
で
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
⽀
援
を
うた
って
い
る
が
、０
歳
児
〜
幼
保
の
フェ
ー
ズ
を
担
う部
局
の
記
載
が
関
係
課
欄
に
な
い
。

6
⑦

基
本
目
標
Ⅰ
の
子
育
て
４
施
策
の
中
、施
策
１
及
び
２
が
未
就
学
児
対
象
で
、施
策
３
及
び
４
が
⼩
・中
学
生
対
象
とす
る
と、
施
策
３
が
学
校
外
で
、本
施
策
４
は
学
校
内
で
の
子
育
て
に
関
す
る
施
策
と大
括
りす
る
こと

が
可
能
と思
う。
施
策
の
テ
ー
マ
は
「世
界
で
活
躍
で
き
る
人
間
の
育
成
」で
あ
る
か
ら最
終
成
果
指
標
は
「⼾
⽥
か
ら世
界
で
活
躍
した
人
が
何
人
育
った
か
」と
い
う事
だ
と思
うが
(1
0年
以
上
先
の
評
価
とな
ろ
うが
)、
⼩
・中
学

校
教
育
の
中
で
の
施
策
の
成
果
を
①
教
育
環
境
の
整
備
と②
様
々
な
課
題
に
対
応
で
き
る
教
育
に
分
け
、そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
事
務
事
業
に
⾄
る
過
程
は
よ
く理
解
で
き
る
(た
だ
し、
「世
界
で
活
躍
で
き
る
人
間
の
育
成
」か
ら成

果
①
及
び
②
に
⾄
る
過
程
は
明
快
で
な
く、
委
員
か
らの
確
認
事
項
で
は
あ
った
が
)。

　ロ
ジ
ック
・モ
デ
ル
シ
ー
トの
最
終
成
果
②
に
⾄
る
論
理
展
開
、事
務
事
業
は
ほ
とん
ど「
第
４
次
⼾
⽥
市
教
育
振
興
計
画
」と
同
⼀
で
あ
る
。第
５
次
総
合
振
興
計
画
の
開
始
時
期
と⼀
致
して
い
る
の
で
当
然
と⾔
え
ば
当
然
で

あ
る
が
、教
育
振
興
計
画
の
計
画
期
間
が
令
和
３
〜
７
年
度
で
第
５
次
総
合
振
興
計
画
の
前
期
の
基
本
計
画
と合
致
して
お
り、
後
期
５
か
年
基
本
計
画
が
どの
よ
うな
形
で
引
き
継
が
れ
る
の
か
期
待
した
い
。

　本
施
策
を
最
終
成
果
①
及
び
②
ま
で
の
観
点
に
⽴
て
ば
⼩
学
校
・中
学
校
教
育
ま
で
を
カバ
ー
した
こと
で
この
施
策
は
完
了
とな
る
訳
だ
が
、⾼
校
、大
学
、社
会
人
とし
て
の
活
躍
を
フォ
ロー
す
る
必
要
が
あ
る
と思
う。
実
際
に

世
界
で
活
躍
で
き
る
ま
で
に
は
⾼
校
、大
学
、社
会
人
に
な
って
か
らの
活
動
が
重
要
とな
る
訳
で
、こ
れ
らを
フォ
ロー
で
き
れ
ば
、そ
の
人
た
ち
の
受
け
た
幼
児
⇒
⼩
学
校
⇒
⾼
校
教
育
を
チ
ェッ
クす
る
こと
が
可
能
とな
り、
⼀
連
の

⼾
⽥
市
の
教
育
プ
ロセ
ス
が
再
評
価
可
能
とな
る
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

⼀
⾒
、施
策
名
か
らは
英
語
教
育
や
海
外
体
験
な
ど海
外
で
活
躍
す
る
能
⼒
を
直
接
的
に
育
成
す
る
こと
を
連
想
させ
て
しま
うが
、通
常
の
⼩
中
学
校
の
教
育
活
動
の
中
で
児
童
生
徒
を
育
成
して
い
くこ

とが
最
終
的
に
は
グ
ロー
バ
ル
な
世
界
で
も
活
躍
で
き
る
人
間
に
つ
な
が
る
とい
うス
キ
ー
ム
に
な
って
い
る
た
め
、基
本
的
に
は
事
務
事
業
が
全
て
施
策
の
達
成
に
向
か
って
い
る
と考
え
て
い
る
。

ま
た
、変
化
の
激
しい
時
代
を
生
き
抜
くた
め
に
必
要
とな
る
課
題
解
決
能
⼒
等
を
子
供
た
ち
に
育
む
こと
を
目
的
とし
た
「Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
課
題
解
決
型
学
習
）
」に
市
内
各
⼩
・中
学
校
で
引
き
続
き
取
り組
む

こと
な
どを
通
して
、世
界
で
活
躍
で
き
る
人
間
の
⼀
層
の
育
成
を
目
指
して
い
く。

０
歳
児
〜
幼
保
の
フェ
ー
ズ
へ
の
⽀
援
等
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
、関
係
部
局
（
こど
も
家
庭
⽀
援
室
・保
育
幼
稚
園
課
等
）
と連
携
を
図
って
い
く。

とだ
っ子
が
夢
や
希
望
を
も
ち
、持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、2
1世
紀
を
主
体
的
に
生
き
抜
くた
め
に
、学
⼒
な
どの
「認
知
能
⼒
」だ
け
で
は
な
く、
「⾮
認
知
的
能
⼒
」を
全
教
育
活
動
を
通
して
育

み
、世
界
で
活
躍
で
き
る
人
間
の
育
成
を
目
指
して
い
く。
中
学
校
卒
業
後
の
進
路
等
に
つ
い
て
は
、社
会
人
とし
て
の
活
躍
を
フォ
ロー
で
き
る
か
、関
係
部
局
と検
討
を
進
め
て
い
く。

事 務 事 業 の 妥 当 性

施
策
名

部
局
名

施
策
の
目
的 ⑦

対
応
す
る

意
⾒
番
号

④ ⑥

7 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
４
　世
界
で
活
躍
で
き
る
人
間
の
育
成

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
間
を
育
成
す
る
た
め
、安
心
して
快
適
に
過
ご
す
こと
が
で
き
る
学
校
施
設
の
維
持
・再
編
、学
校
の
IC
T環
境
整
備
推
進
、安
全
な
給
食
の
提
供
な
ど児
童
生
徒
に
とっ
て
好
ま
しい

教
育
環
境
を
整
備
す
る
とと
も
に
、こ
れ
か
らの
時
代
を
生
き
抜
くた
め
の
⼒
を
⾝
に
つ
け
させ
る
よ
うに
努
め
ま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】教
育
委
員
会
事
務
局
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒
番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

7
①

学
習
面
に
対
す
る
指
標
、ま
た
、環
境
面
に
対
す
る
指
標
とそ
れ
ぞ
れ
に
指
標
が
設
定
され
て
い
る
事
か
ら、
「妥
当
」で
あ
る
と判
断
す
る
。

7
②

施
策
と目
的
の
関
係
性
も
分
か
りや
す
く妥
当
と判
断
い
た
しま
す
。

7
③

事
業
範
囲
が
広
い
の
で
、施
策
指
標
は
増
や
して
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。例
え
ば
、当
市
の
強
み
で
注
⼒
中
の
不
登
校
対
策
に
関
す
る
指
標
等
。

7
④

施
策
は
、人
材
(人
間
)の
育
成
を
内
容
とし
て
い
る
。そ
の
た
め
、市
⽴
⼩
中
学
校
⼤
規
模
修
繕
・増
改
築
の
達
成
率
は
妥
当
で
あ
る
とは
考
え
に
くい
。

7
⑤

最
上
位
計
画
で
あ
る
総
合
振
興
計
画
の
進
捗
目
標
（
指
標
）
が
下
位
の
分
野
別
計
画
で
定
め
る
自
治
体
とし
て
の
公
共
投
資
計
画
の
進
捗
に
拘
束
され
る
構
造
（
つ
ま
り、
分
野
別
計
画
で
イン
プ
ット
指
標
で
あ
る
工
事
実

施
件
数
の
目
標
水
準
を
下
げ
れ
ば
、自
動
的
に
総
合
振
興
計
画
とし
て
の
目
標
水
準
を
下
げ
る
こと
とな
る
）
とす
る
こと
は
基
本
的
に
は
望
ま
しい
こと
で
は
な
い
（
同
じ総
合
振
興
計
画
が
分
野
別
計
画
と同
じア
ウ
トカ
ム
目
標

値
を
採
用
す
る
こと
自
体
は
問
題
な
い
）
。た
だ
し、
す
で
に
分
野
別
計
画
で
イン
プ
ット
指
標
で
あ
る
公
共
工
事
実
施
件
数
の
目
標
水
準
を
下
げ
れ
ば
、自
動
的
に
総
合
振
興
計
画
とし
て
の
目
標
水
準
を
下
げ
る
こと
とな
る
構
造

で
運
用
され
て
い
る
の
で
、分
野
別
計
画
で
イン
プ
ット
指
標
で
あ
る
公
共
工
事
実
施
件
数
の
目
標
水
準
の
変
更
を
⾏
った
場
合
に
は
速
や
か
に
総
合
振
興
計
画
を
所
管
す
る
審
議
会
に
報
告
す
る
体
制
を
とる
こと
が
望
ま
しい
で

あ
ろ
う。

7
⑥

施
策
の
目
的
に
直
接
合
致
す
る
よ
うな
事
業
の
指
標
が
あ
って
も
よ
い
よ
うに
感
じた
。

7
⑦

今
回
、総
合
振
興
計
画
の
記
載
と評
価
シ
ー
トの
記
載
で
指
標
の
説
明
、算
定
式
に
不
⼀
致
が
あ
った
。施
策
担
当
の
解
釈
、判
断
に
よ
って
指
標
の
表
現
や
算
定
式
の
根
拠
が
総
合
振
興
計
画
記
載
の
も
の
と変
わ
って
も
よ
い

と思
う。
た
だ
し、
趣
旨
、理
由
、経
緯
は
ハ
ッキ
リさ
せ
て
⽂
書
とし
て
記
載
して
お
く必
要
が
あ
る
。

　施
策
４
の
テ
ー
マ
は
「世
界
で
活
躍
で
き
る
人
間
の
育
成
」で
あ
る
が
、こ
れ
を
評
価
で
き
る
指
標
が
な
い
。テ
ー
マ
達
成
の
た
め
に
必
要
な
こと
とし
て
選
ん
だ
の
が
最
終
成
果
①
及
び
②
で
あ
ろ
うが
、こ
れ
は
事
務
事
業
に
対
応
した

指
標
で
あ
る
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

本
市
で
は
児
童
生
徒
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
伴
い
、学
び
の
場
の
選
択
肢
を
増
や
して
き
て
い
る
。そ
の
た
め
、単
純
に
「不
登
校
児
童
生
徒
数
」を
指
標
とす
る
の
で
は
な
く、
学
び
に
ア
クセ
ス
で
き
て
い
な
い
児

童
生
徒
を
無
くす
とい
う観
点
で
指
標
に
つ
い
て
研
究
して
い
く。

総
合
的
に
評
価
して
い
くた
め
に
、指
標
を
研
究
して
い
く。

同
上

市
の
事
業
とし
て
予
算
規
模
が
⼤
き
く、
子
ども
の
学
び
場
で
あ
る
施
設
環
境
の
充
実
を
図
る
こと
は
教
育
活
動
の
質
の
向
上
に
貢
献
し、
ひ
い
て
は
広
く人
材
育
成
に
繋
が
る
も
の
と考
え
る
こと
か
ら市
の
公
共

施
設
保
全
計
画
の
達
成
率
を
指
標
とし
て
い
る
。し
か
し、
総
合
振
興
計
画
が
最
上
位
計
画
で
あ
る
こと
を
踏
ま
え
、今
後
は
計
画
期
間
中
に
目
指
す
べ
き
、教
育
環
境
の
充
実
に
資
す
る
施
設
整
備
の
具

体
的
な
取
組
を
指
標
に
した
い
と考
え
て
い
る
。

施
策
名

施
策
の
目
的

部
局
名

施 策 指 標 の 妥 当 性

対
応
す
る

意
⾒
番
号

④ ⑤ ⑥ ⑦③
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〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
４
　世
界
で
活
躍
で
き
る
人
間
の
育
成

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
間
を
育
成
す
る
た
め
、安
心
して
快
適
に
過
ご
す
こと
が
で
き
る
学
校
施
設
の
維
持
・再
編
、学
校
の
IC
T環
境
整
備
推
進
、安
全
な
給
食
の
提
供
な
ど児
童
生
徒
に
とっ
て
好
ま
しい

教
育
環
境
を
整
備
す
る
とと
も
に
、こ
れ
か
らの
時
代
を
生
き
抜
くた
め
の
⼒
を
⾝
に
つ
け
させ
る
よ
うに
努
め
ま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】教
育
委
員
会
事
務
局
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒
番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

7
①

学
校
の
建
替
予
定
が
規
定
路
線
で
あ
る
な
らば
、増
加
の
⽅
向
と解
され
る
。

7
②

公
共
施
設
建
築
・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コス
トは
労
務
単
価
な
ど、
基
本
的
に
上
昇
が
⾒
込
ま
れ
る
た
め
。

7
③

施
設
等
の
費
用
を
除
け
ば
、児
童
生
徒
数
が
増
え
て
い
る
状
況
で
は
増
加
す
る
と思
わ
れ
る
た
め
。

7
④

新
た
な
取
り組
み
に
対
して
予
算
の
増
加
が
必
要
に
な
る
と判
断
しま
す
。

7
⑤

妥
当
な
内
容

7
⑥

予
算
で
⼀
番
⼤
き
な
ウ
ェイ
トを
占
め
て
い
る
の
が
⼩
学
校
施
設
整
備
事
業
で
あ
る
。⼩
学
校
建
設
か
ら５
０
年
以
上
経
過
して
お
り緊
急
性
の
⾼
い
学
校
か
ら順
次
、改
築
や
改
修
を
進
め
て
い
くの
で
終
わ
りが
⾒
通
せ
な
い
との

こと
で
あ
った
。当
面
は
この
ま
ま
継
続
す
る
に
して
も
、対
応
策
の
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い
る
と思
う。

7
⑦

説
明
の
中
に
「各
年
度
の
⼯
事
規
模
に
よ
り減
少
とな
って
い
る
。」
と記
載
が
あ
る
こと
か
ら、
⼯
事
以
外
の
事
業
は
、適
切
な
予
算
で
運
営
され
て
い
る
と判
断
し、
「減
少
」と
す
る
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

今
後
、暫
くは
⽼
朽
化
に
伴
う各
学
校
の
改
修
や
改
築
は
回
避
で
き
な
い
状
況
に
な
って
い
る
が
、改
築
時
に
適
切
な
校
舎
規
模
で
建
築
す
る
こと
や
、プ
ー
ル
等
の
近
隣
の
⺠
間
施
設
を
活
用
が
図
れ
る
施

設
を
委
託
化
して
、学
校
施
設
の
建
設
・維
持
管
理
コス
トの
削
減
を
図
って
い
る
。将
来
的
に
児
童
生
徒
数
が
減
少
した
場
合
に
、学
校
を
機
能
転
用
す
る
等
の
計
画
は
、現
在
も
な
お
人
⼝
が
増
え
て
い

る
本
市
で
は
人
⼝
動
向
が
不
安
定
で
あ
り、
具
体
的
に
⽰
す
の
は
難
しい
状
況
に
あ
る
が
、例
え
ば
学
校
を
ス
ケ
ル
トン
イン
フィ
ル
⼯
法
（
施
設
の
間
取
りや
設
備
を
⽐
較
的
容
易
に
リニ
ュー
ア
ル
で
き
る
⼯

法
）
で
建
築
す
る
な
ど、
ファ
シ
リテ
ィマ
ネ
ジ
メン
ト部
⾨
（
企
画
財
政
部
）
と連
携
して
、将
来
を
⾒
据
え
た
計
画
的
か
つ
効
果
的
な
施
設
計
画
を
考
え
て
い
き
た
い
。

施
策
名

施
策
の
目
的

部
局
名

資 源 の 方 向 性 （ 予 算 ）

対
応
す
る

意
⾒
番
号

⑥
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〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
４
　世
界
で
活
躍
で
き
る
人
間
の
育
成

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
間
を
育
成
す
る
た
め
、安
心
して
快
適
に
過
ご
す
こと
が
で
き
る
学
校
施
設
の
維
持
・再
編
、学
校
の
IC
T環
境
整
備
推
進
、安
全
な
給
食
の
提
供
な
ど児
童
生
徒
に
とっ
て
好
ま
しい

教
育
環
境
を
整
備
す
る
とと
も
に
、こ
れ
か
らの
時
代
を
生
き
e
fた
め
の
g
を
h
に
i
j
kl
る
m
nに
o
め
ま
す
p

【中
心
とな
る
部
局
】教
育
委
員
会
q
r
s
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価
t
u

v
w

x
y
z

意
⾒
{
|

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

}
~

児
童
生
徒
�
が
�
�
て
い
る
�
�
で
�
�
�
す
る
と�
�
れ
る
た
め
p

}
�

�C
�
�
が
�
�
な
�
�
�
�
校
に
対
す
る
�
�
y
�人
員
な
どが
kら
に
�
�
に
な
る
�
�
�
が
�
る
p

}
�

�
�
、�
�
の
�
�
�
�
�
め
られ
な
い
p

}
�

 
¡
す
る
¢
£
�
�
�
が
¢
⾒
kれ
る
が
q
¤
¥¦
§y
¨
©
の
�
�
で
�
な
い
た
め
p

}
ª

い
«め
�
�
�
校
に
対
す
る
対
策
・¬
­
策
とし
て
、®
⼾
⽥
¯
°
±
²³
´
µ¶
・·
¸¹
ºの
kら
な
る
»
¼
を
進
め
て
い
f½
で
人
員
が
�
�
で
�
る
と¾
�
、®
維
持
ºと
¿
À
す
る
p

}
Á

Â
Ã
な
Ä
Å
で
�
る
p

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

施
策
Æ

施
策
の
u
Ç

部
s
Æ

資 源 の 方 向 性 （ 人 員 ）

対
È
す
る

意
⾒
{
|

10 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
４
　世
界
で
活
躍
で
き
る
人
間
の
育
成

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
間
を
育
成
す
る
た
め
、安
心
して
快
適
に
過
ご
す
こと
が
で
き
る
学
校
施
設
の
維
持
・再
編
、学
校
の
IC
T環
境
整
備
推
進
、安
全
な
給
食
の
提
供
な
ど児
童
生
徒
に
とっ
て
好
ま
しい

教
育
環
境
を
整
備
す
る
とと
も
に
、こ
れ
か
らの
時
代
を
生
き
抜
くた
め
の
⼒
を
⾝
に
つ
け
させ
る
よ
うに
努
め
ま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】教
育
委
員
会
事
務
局
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒
番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

8
①

本
施
策
の
財
政
⽀
出
⾯
で
の
中
核
は
市
⽴
⼩
学
校
・中
学
校
の
建
替
え
・修
繕
と給
食
設
備
整
備
費
で
あ
る
。予
想
され
る
人
⼝
減
少
社
会
を
⾒
据
え
て
他
⽤
途
へ
の
利
活
⽤
を
考
慮
した
設
計
ガ
イド
ライ
ン
が
準
備
され
る
こ

とが
期
待
され
る
。⼀
⽅
、国
内
産
⽊
材
利
⽤
促
進
を
掲
げ
る
「都
市
（
ま
ち
）
の
⽊
造
化
推
進
法
」の
要
請
も
あ
る
た
め
、こ
ち
らも
視
野
に
⼊
れ
て
包
括
的
な
検
討
が
進
め
られ
る
こと
も
期
待
され
る
。

8
②

⼾
⽥
市
の
教
育
は
、「
G
IG
Aス
クー
ル
構
想
」を
も
とに
、⼦
供
⼀
人
に
⼀
台
の
端
末
（
Ｐ
Ｃ
）
や
、「
最
先
端
の
デ
ジ
タル
設
備
」を
活
⽤
した
授
業
を
⾏
って
い
る
事
か
ら、
埼
⽟
県
の
み
な
らず
、全
国
的
に
も
⾼
く評
価
され
、

⽂
部
⼤
⾂
の
視
察
、さ
らに
は
岸
⽥
総
理
⼤
⾂
も
視
察
に
訪
れ
る
な
ど、
そ
の
注
目
度
は
「全
国
⼀
」と
申
し上
げ
て
も
差
し⽀
え
な
い
。な
お
、岸
⽥
⾸
相
の
訪
問
時
に
は
、岸
⽥
⾸
相
が
「⼾
⽥
市
独
⾃
の
教
育
改
⾰
が
、全
国

の
⼩
・中
学
校
に
も
必
要
で
あ
る
」と
発
⾔
され
た
と聞
き
及
ん
で
い
る
。ま
さに
⼾
⽥
市
の
教
育
が
、⽇
本
最
先
端
で
あ
る
証
左
と⾔
え
る
。そ
して
、「
⼾
⽥
型
オ
ル
タナ
テ
ィブ
・プ
ラン
」の
推
進
も
、⼤
い
に
評
価
で
き
る
。同
様
に
、

「コ
ミュ
ニ
テ
ィス
クー
ル
事
業
」も
期
待
⼤
で
あ
り、
そ
の
中
核
の
「学
校
運
営
協
議
会
」の
取
組
と展
開
に
は
、⼤
い
に
注
目
した
い
。

8
③

多
⼤
の
費
⽤
を
要
し、
造
れ
ば
５
０
年
以
上
も
使
い
続
け
、所
要
敷
地
⾯
積
も
１
万
㎡
を
超
え
、生
徒
数
も
１
０
年
先
に
は
予
測
で
き
無
い
よ
うな
状
況
で
は
、従
来
タイ
プ
の
⼤
規
模
学
校
建
設
は
考
え
直
した
⽅
が
良
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
うか
。ラ
イフ
サ
イク
ル
ア
セ
ス
メン
ト的
な
要
素
を
取
り⼊
れ
、廃
校
ま
で
含
め
た
最
適
な
規
模
の
学
校
建
設
・改
築
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
うか
。

ヒア
リン
グ
の
際
、な
ぜ
現
在
の
施
策
タイ
トル
に
な
った
の
か
との
問
い
か
け
に
、総
合
振
興
計
画
策
定
当
時
に
この
件
に
携
わ
った
者
は
この
場
に
は
い
な
い
の
で
答
え
られ
な
い
との
事
で
あ
った
(こ
の
よ
うな
回
答
は
禁
句
と思
う)
。

しか
し、
当
時
の
関
係
者
の
発
⾔
・思
い
が
如
何
よ
うで
あ
れ
、「
世
界
で
活
躍
で
き
る
人
間
の
育
成
」は
最
終
成
果
①
及
び
②
とし
て
集
約
され
、ロ
ジ
ック
・モ
デ
ル
シ
ー
トが
作
成
され
た
の
で
は
な
い
か
。今
⼤
事
な
の
は
、ど
の
時

点
の
誰
の
発
⾔
で
は
な
く、
この
考
え
の
も
とに
施
策
を
推
進
す
る
こと
だ
と思
う。

8
④

ロジ
ック
・モ
デ
ル
に
基
づ
く施
策
の
説
明
で
は
、個
々
の
事
業
の
内
容
説
明
が
中
心
で
あ
った
。最
終
成
果
か
らバ
ック
キ
ャス
テ
ィン
グ
で
説
明
が
な
され
ず
、目
的
と手
段
、原
因
と結
果
の
つ
な
が
りが
わ
か
りづ
らか
った
。

8
⑤

通
常
業
務
と施
策
に
関
連
す
る
業
務
が
明
確
で
あ
る
と評
価
が
⾏
い
や
す
い
と感
じた
。

8
⑥

⼦
供
た
ち
の
た
め
に
様
々
な
取
組
を
⾏
い
な
が
らも
、お
ろ
そ
か
に
な
る
こと
な
く進
め
て
い
る
よ
うに
⾒
受
け
られ
る
とこ
ろ
を
評
価
した
い
。

8
⑦

当
市
の
強
み
で
あ
る
（
義
務
）
教
育
施
策
全
体
を
体
系
的
に
理
解
す
る
こと
が
で
き
た
。概
ね
しっ
か
り出
来
て
い
る
とい
う印
象
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

学
校
敷
地
は
、国
の
基
準
に
よ
って
児
童
生
徒
数
に
応
じた
⼀
定
規
模
の
⾯
積
が
求
め
られ
て
い
る
。都
内
で
は
⼟
地
の
資
産
価
値
が
⾼
く、
狭
⼩
地
も
多
い
こと
か
らコ
ン
パ
クト
な
敷
地
に
⺠
間
施
設
と併

設
した
⾼
層
建
物
の
学
校
を
建
設
す
る
事
例
も
あ
る
よ
うだ
が
、本
市
の
実
態
や
地
域
特
性
を
踏
ま
え
る
と、
最
⼩
規
模
の
学
校
で
も
１
万
㎡
を
超
え
る
敷
地
が
適
切
な
規
模
だ
と考
え
て
い
る
。

ま
た
、将
来
的
な
人
⼝
減
少
を
⾒
据
え
た
学
校
施
設
の
機
能
転
⽤
等
の
計
画
は
、現
在
も
な
お
人
⼝
が
増
え
て
い
る
本
市
で
は
人
⼝
動
向
が
不
安
定
で
あ
り、
具
体
的
な
計
画
を
⽰
す
の
が
難
しい
状
況
に

あ
る
。し
か
し、
例
え
ば
学
校
を
ス
ケ
ル
トン
イン
フィ
ル
⼯
法
（
施
設
の
間
取
りや
設
備
を
⽐
較
的
容
易
に
リニ
ュー
ア
ル
で
き
る
⼯
法
）
で
建
築
す
る
な
ど、
ファ
シ
リテ
ィマ
ネ
ジ
メン
ト部
⾨
（
企
画
財
政
部
）

と連
携
して
、将
来
を
⾒
据
え
た
計
画
的
か
つ
効
果
的
な
施
設
計
画
を
考
え
て
い
き
た
い
。

施
策
名

施
策
の
目
的

部
局
名

外 部 評 価 委 員 の コ メ ン ト
対
応
す
る

意
⾒
番
号

③
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〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
９
　健
康
づ
くり
支
援
の
充
実

元
気
で
⻑
⽣
き
で
き
る
期
間
（
健
康
寿
命
）
を
伸
ば
す
こと
に
よ
って
、豊
か
な
⼈
⽣
を
送
る
こと
が
で
き
る
よ
う、
地
域
との
協
働
に
よ
り、
⼦
ども
か
ら⾼
齢
者
ま
で
市
⺠
の
健
康
づ
くり
を
支
援
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】健
康
福
祉
部
　【
関
係
す
る
部
局
】市
⺠
⽣
活
部
、環
境
経
済
部
、教
育
委
員
会
事
務
局

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒
番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

11
①

健
康
づ
くり
は
多
岐
に
わ
た
る
こと
か
ら、
「妥
当
」と
判
断
す
る
。が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、個
⼈
通
知
や
周
知
⽅
法
の
⼯
夫
に
よ
り、
⼀
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
と思
料
して
い
る
。

11
②

⼾
⽥
市
は
⾃
殺
死
亡
率
が
⾼
い
こと
、施
策
指
標
とし
て
掲
げ
て
い
る
こと
な
どか
ら、
精
神
保
健
事
業
の
中
で
は
な
く、
今
後
は
、⾃
殺
対
策
事
業
とし
て
特
出
しす
べ
き
。

　認
知
症
予
防
対
策
事
業
は
健
康
寿
命
とも
密
接
に
関
連
す
る
た
め
、本
施
策
に
再
掲
した
ほ
うが
よ
い
。

11
③

市
が
直
営
で
実
施
す
る
実
施
メニ
ュー
は
幅
広
く⾏
わ
れ
て
お
り、
ま
た
、部
⾨
間
連
携
も
総
合
振
興
計
画
で
定
め
る
期
待
⽔
準
の
通
り⾏
わ
れ
て
い
る
こと
が
報
告
され
た
。⼀
⽅
、総
合
振
興
計
画
で
施
策
の
目
標
を
期
す
個
所

に
記
述
され
て
い
る
「地
域
との
協
働
に
よ
り」
の
部
分
を
実
現
す
る
事
業
は
ロジ
ック
・モ
デ
ル
シ
ー
ト上
で
は
把
握
で
き
な
か
った
。

11
④

運
動
、⾷
事
、喫
煙
が
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
との
こと
で
あ
った
の
で
、喫
煙
に
関
す
る
者
も
事
業
とし
て
切
り離
され
て
い
る
とわ
か
りや
す
い
と感
じた
た
め
。

11
⑤

⾃
殺
予
防
、８
０
５
０
問
題
等
の
取
り組
み
を
記
載
した
⽅
が
い
い
。

11
⑥

ロジ
ック
・モ
デ
ル
シ
ー
ト上
、中
間
成
果
の
「体
が
健
康
に
な
る
」→
最
終
成
果
の
「施
策
指
標
︓
毎
⽇
は
朝
⾷
を
⾷
べ
な
い
若
い
世
代
の
割
合
」の
因
果
関
係
は
逆
で
は
な
い
か

11
⑦

今
後
の
地
域
医
療
の
根
幹
を
な
す
と目
され
る
ス
マ
ー
トウ
ェル
ネ
ス
シ
テ
ィ構
想
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
よ
うで
、良
い
ス
ター
トが
切
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
うか
。今
後
、部
局
間
調
整
や
着
実
な
推
進
を
目
指
した
新
規
事
務
事
業

へ
の
発
展
を
期
待
した
い
。

　健
康
教
育
事
業
な
どで
地
域
との
協
働
に
関
して
は
多
⽅
⾯
に
わ
た
って
協
⼒
関
係
が
成
り⽴
って
い
る
よ
うだ
が
、今
後
とも
活
発
に
進
展
させ
て
ほ
しい
。

　多
岐
に
わ
た
る
計
画
が
概
ね
順
調
に
進
ん
で
い
る
よ
うだ
が
、事
務
事
業
、再
掲
事
務
事
業
が
有
機
的
に
機
能
して
い
る
も
の
と思
う。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

健
康
教
育
事
業
とし
て
、⾝
体
を
動
か
す
習
慣
が
つ
くこ
とを
目
的
とし
た
健
康
マ
イレ
ー
ジ
事
業
や
⼦
ども
た
ち
が
健
康
に
お
け
る
運
動
の
⼤
切
さを
学
び
、地
域
の
⾼
齢
者
等
に
健
康
・運
動
の
⼤
切
さを
伝

え
る
ĭ
ッĮ
健
į
İ
ı
Ĳ
ĳ
Ĵー
ĵ
成
Ķ
ķ
事
業
を
実
施
して
い
る
。ま
た
、ĸ
Ĺ
予
防
・⽣
活
支
援
ĳ
ー
ĺス
事
業
とし
て
、Ļ
⺠
ļ
体
の
通
い
の
Ľ
で
、ĸ
Ĺ
予
防
を
推
進
す
る
こと
を
目
的
とし
た
ľĿ
ŀ
Ł元

気
体
ł
の
実
施
な
ど、
ロジ
ック
・モ
デ
ル
シ
ー
トŃ
の
ń
事
業
に
Ņ
め
て
い
る
。

健
康
⽇
本
ņ
Ň
ň
び
ŉ
Ŋ
ŋ
健
康
⻑
寿
計
画
を
Ō
ま
え
た
⼾
⽥
市
健
康
ō
進
計
画
に
お
い
て
、運
動
、喫
煙
な
ど⽣
活
習
慣
Ŏ
ŏ
を
Ņ
め
た
⼀
体
的
な
健
康
づ
くり
とし
て
の
計
画
で
健
康
教
育
事
業
を

進
め
て
い
る
。な
お
、喫
煙
に
つ
い
て
は
、喫
煙
者
だ
け
で
は
な
く周
りの
⼈
の
健
康
に
も
Ő
ő
を
ň
Œ
す
œ
動
喫
煙
対
策
とし
て
œ
動
喫
煙
防
Ŕ
対
策
ŕ
イŖ
ŗイ
ı
を
策
定
す
る
な
ど、
市
⺠
が
健
康
で
Ř
ř

に
Ś
ś
す
こと
が
で
き
る
環
境
づ
くり
を
推
進
して
い
る
。

⾷
育
に
関
す
る
ロジ
ック
の
「中
間
成
果
→
最
終
成
果
の
因
果
関
係
が
逆
」と
の
ś
意
⾒
ň
び
シ
ー
トŜ
外
部
評
価
委
員
の
ŝメ
ı
トŞ
意
⾒
番
号
⑤
に
つ
い
て
は
、ś
指
ş
の
とお
りと
認
Š
す
る
。

現
š
は
、総
合
振
興
計
画
の
ļ
要
指
標
の
⼀
つ
に
「朝
⾷
を
ほ
とん
ど⾷
べ
な
い
若
い
世
代
の
割
合
」を
掲
げ
て
い
る
こと
か
ら、
最
終
成
果
の
Ţ
ţ
は
す
Ťに
は
対
ť
で
き
な
い
が
、最
終
成
果
を
⾒
Ŧ
え
た
ŧ

ロŨ
ス
に
つ
い
て
は
⾒
直
しを
⾏
い
、ロ
ジ
ック
・モ
デ
ル
シ
ー
トを
ũ
Ū
す
る
。

ま
た
、令
和
ū
年
度
か
らŬ
ス
マ
ー
トウ
ェル
ネ
ス
シ
テ
ィ推
進
ŧ
ŗı
ŭの
運
Ů
が
ů
Ű
す
る
こと
か
ら、
この
ŧ
ŗı
とも
整
合
した
施
策
展
ů
が
で
き
る
よ
うに
、総
合
振
興
計
画
で
掲
げ
る
ļ
要
指
標
の
⾒
直
し・

Ţ
ţ
に
つ
い
て
、今
後
、ű
Ų
ų
画
Ŵ
と協
ŵ
す
る
。

市
⺠
の
Ŷ
の
健
康
を
目
的
とし
て
、⾃
殺
予
防
や
ŷŸ
ŹŸ
問
題
も
Ņ
ź
Ż
き
こも
りに
係
る
健
康
ż
Ž
支
援
ň
び
精
神
保
健
に
関
す
る
Ū
しい
知
Š
の
ž
ň
・ſ
発
を
ƀ
Ɓ
的
に
精
神
保
健
事
業
に
お
い
て

進
め
て
い
る
。⾃
殺
対
策
事
業
とし
て
の
特
出
しに
つ
い
て
、地
域
の
特
Ƃ
に
ť
じた
⾃
殺
対
策
を
推
進
して
い
くこ
とは
重
要
とな
りま
す
の
で
、今
後
事
業
の
⾒
直
しを
⾏
って
い
く中
で
検
ƃ
す
る
。

認
知
症
の
予
防
に
Ƅ
す
る
取
組
とし
て
、⼀
ƅ
ĸ
Ĺ
予
防
事
業
に
お
け
る
ľĿ
ŀ
Ł元
気
体
ł
な
どの
Ɔ
Ƈ
の
Ľ
、ƈ
い
の
Ľ
の
Ɖ
Ɗ
を
実
施
して
お
り、
当
Ƌ
事
業
に
つ
い
て
は
、ƌ
に
再
掲
して
い
る
。⾼
齢

者
の
健
康
づ
くり
とい
うƍ
に
お
い
て
、認
知
症
対
策
事
業
の
み
な
らƎ
、Ə
に
再
掲
す
べ
き
事
業
に
つ
い
て
事
務
局
と検
ƃ
す
る
。

事 務 事 業 の 妥 当 性

施
策
Ɛ

部
局
Ɛ

施
策
の
目
的 ④ ⑥

対
ť
す
る

意
⾒
番
号

② ⑤ ③

12 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
９
　健
康
づ
くり
支
援
の
充
実

元
気
で
⻑
⽣
き
で
き
る
期
間
（
健
康
寿
命
）
を
伸
ば
す
こと
に
よ
って
、豊
か
な
⼈
⽣
を
送
る
こと
が
で
き
る
よ
う、
地
域
との
協
働
に
よ
り、
⼦
ども
か
ら⾼
齢
者
ま
で
市
⺠
の
健
康
づ
くり
を
支
援
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】健
康
福
祉
部
　【
関
係
す
る
部
局
】市
⺠
⽣
活
部
、環
境
経
済
部
、教
育
委
員
会
事
務
局

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒

番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

12
①

「毎
⽇
は
朝
⾷
を
⾷
べ
な
い
若
い
世
代
の
割
合
」は
中
間
成
果
「正
しい
⾷
事
の
知
識
を
⾝
に
付
け
た
、栄
養
バ
ラン
ス
の
良
い
⾷
事
を
採
れ
る
⼈
が
増
え
る
」の
指
標
で
あ
る
。

12
②

朝
⾷
を
⾷
べ
な
い
（
⾷
べ
る
習
慣
が
な
い
）
成
⼈
の
若
年
層
の
割
合
を
調
査
す
る
こと
は
⾷
習
慣
（
⾏
動
）
を
把
握
す
る
上
で
確
か
意
味
が
あ
る
こと
だ
。⼀
⽅
、市
⺠
の
健
康
上
の
リス
クへ
の
深
刻
な
問
題
とし
て
学
童
期
で

朝
⾷
を
摂
らな
い
層
の
存
在
と考
え
られ
る
。こ
こに
は
福
祉
部
門
との
連
携
を
要
す
る
⽣
活
困
窮
の
問
題
も
影
響
して
い
よ
う。
こち
らの
カテ
ゴ
リー
で
の
モ
ニ
タリ
ン
グ
を
何
らか
の
形
で
追
加
す
る
こと
も
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
うか
。

12
③

朝
⾷
を
⾷
べ
な
い
若
い
世
代
の
割
合
の
減
少
と健
康
で
あ
る
こと
の
因
果
関
係
が
弱
い
よ
うに
感
じた
た
め
、そ
れ
を
指
標
に
す
る
こと
に
違
和
感
が
あ
った
。

12
④

指
標
の
１
つ
に
、「
毎
⽇
朝
⾷
を
⾷
べ
な
い
若
い
世
代
の
割
合
」と
あ
る
が
、確
か
に
「朝
⾷
」を
⾷
べ
る
事
は
⼤
事
で
は
あ
る
が
、⾷
⽣
活
の
リズ
ム
は
⽼
若
男
⼥
問
わ
ず
様
々
で
あ
る
事
か
ら、
指
標
の
視
点
を
変
え
て
設
定
して
も

よ
い
の
で
は
と考
え
、「
改
善
（
小
）
」と
判
断
す
る
。

12
⑤

朝
⾷
を
⾷
べ
る
こと
が
健
康
増
進
に
⼤
き
く関
わ
る
の
か
疑
問
。朝
⾷
の
必
要
性
を
も
っと
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
。

12
⑥

指
標
︓
「毎
⽇
は
朝
⾷
を
⾷
べ
な
い
若
い
世
代
の
割
合
」を
掲
げ
て
い
る
が
、そ
れ
を
コン
トロ
ー
ル
す
る
（
低
下
させ
る
）
た
め
の
特
段
の
事
務
事
業
（
具
体
的
取
組
）
が
⾒
え
な
い
。

12
⑦

施
策
の
指
標
とし
て
掲
げ
られ
て
い
る
「健
康
寿
命
」は
、施
策
の
効
果
(事
務
事
業
群
の
成
果
)が
単
年
度
で
反
映
され
る
は
ず
は
な
い
と思
わ
れ
る
。健
康
寿
命
の
具
体
的
な
数
値
を
意
識
しつ
つ
、健
康
教
育
を
⾏
うと
の
⽅
針

で
今
後
の
事
業
展
開
を
図
る
予
定
との
事
で
あ
る
が
、健
康
寿
命
を
補
完
す
る
指
標
や
新
た
な
事
務
事
業
に
な
る
の
か
既
存
の
事
務
事
業
に
付
加
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
進
展
を
期
待
した
い
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

学
童
期
に
お
け
る
⽣
活
困
窮
の
問
題
が
、朝
⾷
を
⾷
べ
な
い
（
⾷
べ
る
習
慣
が
な
い
）
こと
に
影
響
す
る
こと
は
考
え
られ
る
。

この
点
に
つ
い
て
は
、教
育
委
員
会
事
務
局
を
は
じめ
、関
係
部
局
間
で
連
携
・共
有
し、
事
業
の
⽅
向
性
を
研
究
して
い
く。

現
状
は
、総
合
振
興
計
画
の
主
要
指
標
の
⼀
つ
に
「朝
⾷
を
ほ
とん
ど⾷
べ
な
い
若
い
世
代
の
割
合
」を
掲
げ
て
い
る
こと
か
ら、
最
終
成
果
の
変
更
は
す
ぐに
は
対
応
で
き
な
い
が
、最
終
成
果
を
⾒
据
え
た
プ

ロセ
ス
に
つ
い
て
は
⾒
直
しを
⾏
い
、ロ
ジ
ック
・モ
デ
ル
シ
ー
トを
修
正
す
る
。

ま
た
、令
和
６
年
度
か
ら『
ス
マ
ー
トウ
ェル
ネ
ス
シ
テ
ィ推
進
プ
ラン
』の
運
⽤
が
開
始
す
る
こと
か
ら、
この
プ
ラン
とも
整
合
した
施
策
展
開
が
で
き
る
よ
うに
、総
合
振
興
計
画
で
掲
げ
る
主
要
指
標
の
⾒
直
し・

変
更
に
つ
い
て
、今
後
、共
創
企
画
課
と協
議
す
る
。

指
標
達
成
に
向
け
た
事
務
事
業
や
朝
⾷
の
必
要
性
の
ア
ピ
ー
ル
とし
て
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
⼾
⽥
市
の
保
健
ガ
イド
に
お
け
る
広
報
に
加
え
、乳
幼
児
健
診
、毎
年
６
⽉
の
『⾷
育
⽉
間
』、
１
０
⽉

の
『健
康
福
祉
の
杜
ま
つ
り』
等
の
機
会
を
通
じ、
周
知
・啓
発
に
取
り組
ん
で
い
る
。

⾷
育
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、令
和
２
年
度
以
降
、新
型
コロ
ナ
ウ
イル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り、
事
業
実
施
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
た
が
、５
類
移
⾏
に
よ
り、
困
難
な
状
況
も
収
束
して
い
る

こと
か
ら、
令
和
６
年
度
は
、朝
⾷
の
魅
⼒
や
、朝
⾷
に
よ
る
充
実
した
⽣
活
ス
タイ
ル
等
を
コン
セ
プ
トと
した
イベ
ン
ト実
施
や
事
業
展
開
を
検
討
す
る
。

施
策
名

施
策
の
目
的

部
局
名

施 策 指 標 の 妥 当 性

対
応
す
る

意
⾒
番
号

① ④ ② ⑤ ⑥

13 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
９
　健
康
づ
くり
支
援
の
充
実

元
気
で
⻑
⽣
き
で
き
る
期
間
（
健
康
寿
命
）
を
伸
ば
す
こと
に
よ
って
、豊
か
な
⼈
⽣
を
送
る
こと
が
で
き
る
よ
う、
地
域
との
協
働
に
よ
り、
⼦
ども
か
ら⾼
齢
者
ま
で
市
⺠
の
健
康
づ
くり
を
支
援
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】健
康
福
祉
部
　【
関
係
す
る
部
局
】市
⺠
⽣
活
部
、環
境
経
済
部
、教
育
委
員
会
事
務
局

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒
番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

12
①

感
染
症
対
策
が
今
後
どう
な
る
か
よ
くわ
か
らな
い
た
め
、維
持
で
よ
い
と感
じた
。

12
②

妥
当
で
あ
る
。

12
③

新
型
コロ
ナ
ワ
クチ
ン
接
種
事
業
の
予
算
は
国
の
政
策
上
、令
和
６
年
度
以
降
計
上
され
て
い
な
い
との
こと
で
あ
る
が
、コ
ロナ
の
感
染
状
況
如
何
に
よ
って
は
柔
軟
な
対
応
が
取
れ
る
よ
うに
して
お
くべ
き
で
あ
る
。

12
④

コロ
ナ
縮
小
に
よ
る
影
響

12
⑤

⼤
き
な
ウ
ェイ
トを
占
め
て
い
た
新
型
コロ
ナ
ウ
ィル
ス
感
染
症
対
策
（
ワ
クチ
ン
接
種
ほ
か
）
が
次
の
局
⾯
に
移
⾏
す
る
た
め
国
か
らの
財
政
移
転
を
含
め
た
予
算
総
額
で
は
削
減
され
る
。

12
⑥

担
当
課
の
⽅
の
コメ
ン
ト欄
に
⼀
定
の
予
算
を
維
持
し、
⺠
間
の
活
⼒
な
ど⼯
夫
しな
が
ら事
業
を
進
め
て
い
くと
記
載
が
あ
る
こと
か
ら、
直
近
の
予
算
よ
り「
縮
小
」と
判
断
す
る
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

施
策
名

施
策
の
目
的

部
局
名

資 源 の 方 向 性 （ 予 算 ）

対
応
す
る

意
⾒
番
号

14 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
９
　健
康
づ
くり
支
援
の
充
実

元
気
で
⻑
⽣
き
で
き
る
期
間
（
健
康
寿
命
）
を
伸
ば
す
こと
に
よ
って
、豊
か
な
⼈
⽣
を
送
る
こと
が
で
き
る
よ
う、
地
域
との
協
働
に
よ
り、
⼦
ども
か
ら⾼
齢
者
ま
で
市
⺠
の
健
康
づ
くり
を
支
援
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】健
康
福
祉
部
　【
関
係
す
る
部
局
】市
⺠
⽣
活
部
、環
境
経
済
部
、教
育
委
員
会
事
務
局

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒
番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

13
①

感
染
症
対
策
が
今
後
どう
な
る
か
よ
くわ
か
らな
い
た
め
、維
持
で
よ
い
と感
じた
。

13
②

「維
持
」と
判
断
す
る
。

13
③

妥
当
で
あ
る
。

13
④

コロ
ナ
縮
小
に
よ
る
影
響

13
⑤

新
型
コロ
ナ
ウ
ィル
ス
感
染
症
関
係
で
の
緊
急
的
に
増
員
され
て
い
る
⼈
員
は
原
課
に
再
配
置
され
る
こと
や
⺠
間
企
業
へ
の
委
託
も
進
む
こと
で
直
接
の
⼈
員
量
は
減
る
と考
え
られ
る
た
め
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

施
策
名

施
策
の
目
的

部
局
名

資 源 の 方 向 性 （ 人 員 ）

対
応
す
る

意
⾒
番
号

15 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
９
　健
康
づ
くり
支
援
の
充
実

元
気
で
⻑
⽣
き
で
き
る
期
間
（
健
康
寿
命
）
を
伸
ば
す
こと
に
よ
って
、豊
か
な
⼈
⽣
を
送
る
こと
が
で
き
る
よ
う、
地
域
との
協
働
に
よ
り、
⼦
ども
か
ら⾼
齢
者
ま
で
市
⺠
の
健
康
づ
くり
を
支
援
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】健
康
福
祉
部
　【
関
係
す
る
部
局
】市
⺠
⽣
活
部
、環
境
経
済
部
、教
育
委
員
会
事
務
局

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒

番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

13
①

何
が
最
も
有
効
か
とい
う判
断
は
難
しい
と思
うが
、そ
うし
た
中
で
も
⼾
⽥
市
とし
て
の
重
視
す
る
事
項
を
具
体
的
に
は
っき
りさ
せ
た
ほ
うが
わ
か
りや
す
い
。

13
②

新
型
コロ
ナ
ウ
ィル
ス
感
染
症
ワ
クチ
ン
接
種
以
外
で
の
予
防
接
種
経
費
は
⼤
幅
な
予
算
増
は
⾒
込
ま
れ
て
い
な
い
。た
だ
し、
「近
隣
⾃
治
体
並
み
」と
す
る
⽐
較
衡
量
対
象
を
特
別
区
並
み
の
「⾃
⼰
負
担
⽔
準
（
≒
公
的
資
⾦

投
⼊
量
）
」を
想
定
して
、都
市
間
競
争
の
観
点
よ
り採
⽤
す
れ
ば
、そ
れ
に
要
す
る
予
算
投
⼊
量
は
前
提
が
全
く異
な
る
レ
ベ
ル
で
増
え
る
こと
に
な
ろ
う。
医
療
とし
て
の
費
⽤
対
効
果
の
観
点
と都
市
間
競
争
とし
て
の
費
⽤
対
効

果
の
視
点
を
どの
よ
うに
重
視
す
る
か
は
本
施
策
の
枠
を
超
え
た
判
断
とな
ろ
う。

13
③

この
施
策
の
展
開
で
、⼾
⽥
市
独
⾃
の
「⼾
⽥
市
受
動
喫
煙
条
例
」の
制
定
な
ど、
市
⺠
の
健
康
増
進
の
た
め
の
取
組
や
活
動
を
着
実
に
実
施
して
い
る
こと
は
評
価
で
き
る
。コ
ロナ
禍
で
の
外
出
⾃
粛
等
に
よ
る
健
康
づ
くり
の
機

会
が
減
少
して
い
る
の
で
、ア
フタ
ー
コロ
ナ
に
向
け
た
新
た
な
取
組
を
期
待
して
い
ま
す
。⼀
⼈
で
も
多
くの
市
⺠
が
健
康
で
あ
る
こと
が
、⼾
⽥
市
の
活
性
化
・財
政
の
健
全
化
に
⼤
き
く寄
与
して
い
くも
の
と確
信
して
い
る
。

13
④

施
策
指
標
の
「⾃
殺
死
亡
率
」の
単
位
が
施
策
評
価
シ
ー
トで
は
「な
し」
と記
載
。「
⼈
」（
⼈
⼝
10
万
⼈
当
た
りの
⾃
殺
者
数
）
と記
載
す
べ
き
。

　施
策
評
価
シ
ー
トの
「今
後
の
⽅
向
性
（
予
算
）
」に
、「
新
型
コロ
ナ
ワ
クチ
ン接
種
に
よ
り、
⼀
時
的
な
予
算
減
は
あ
る
が
、・
・・
」と
の
記
載
が
あ
る
が
、⼀
時
的
で
は
な
く、
（
５
類
移
⾏
に
よ
り）
恒
久
的
に
予
算
減
とな
る
の

で
、正
確
な
説
明
記
載
を
す
べ
き
。

13
⑤

施
策
展
開
の
とら
え
⽅
に
も
よ
る
と思
うが
、ロ
ジ
ック
・モ
デ
ル
シ
ー
トで
中
間
成
果
とし
て
「体
が
健
康
に
な
る
」と
「こ
ころ
が
健
康
に
な
る
」を
挙
げ
て
い
る
。成
果
を
結
果
とと
らえ
る
な
らば
中
間
成
果
指
標
とし
て
「朝
食
を
ほ
とん
ど食

べ
な
い
若
い
世
代
の
割
合
」と
「⾃
殺
死
亡
率
」と
して
、最
終
成
果
とし
て
施
策
目
的
で
あ
る
「⼦
供
か
ら⾼
齢
者
ま
で
健
や
か
な
⼈
⽣
を
送
る
こと
が
で
き
る
」で
そ
の
成
果
指
標
が
「健
康
寿
命
」と
した
ほ
うが
よ
り論
理
的
と思
え
る

の
だ
が
。ロ
ジ
ック
・モ
デ
ル
シ
ー
トに
は
制
作
部
署
ご
とに
特
徴
が
あ
りそ
れ
は
良
い
と思
うの
だ
が
、⼀
番
問
題
とな
る
の
は
目
的
と最
終
成
果
の
関
係
、最
終
成
果
に
到
達
す
る
た
め
の
中
間
成
果
だ
と思
うの
だ
が
、そ
こが
明
確
で
な

い
も
の
が
⾒
受
け
られ
る
よ
うに
思
う。
施
策
の
解
釈
は
⼀
通
りで
は
な
く担
当
部
署
の
個
性
が
表
れ
て
良
い
と思
うの
だ
が
、こ
この
論
理
展
開
が
明
快
で
な
い
と全
体
が
ぼ
や
け
て
しま
う。
外
部
評
価
委
員
会
で
争
点
とな
る
の
は
こ

の
部
分
が
多
い
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

令
和
６
年
度
か
らの
『ス
マ
ー
トウ
ェル
ネ
ス
シ
テ
ィ推
進
プ
ラン
』の
中
で
、ま
ち
な
か
を
⾃
然
に
歩
き
た
くな
る
こと
で
、多
世
代
の
集
い
と交
流
が
⽣
ま
れ
、⽣
き
が
い
を
感
じな
が
ら健
幸
に
暮
らす
こと
の
で
き
る
ま

ち
づ
くり
を
理
念
とし
て
い
る
こと
か
ら、
この
プ
ラン
を
重
要
施
策
と考
え
進
め
て
い
く。

施
策
指
標
「⾃
殺
死
亡
率
」の
単
位
表
記
を
「な
し」
で
な
く、
指
標
に
対
応
した
表
記
に
す
る
な
ど、
わ
か
りや
す
い
表
記
とな
る
よ
う今
後
、共
創
企
画
課
と協
議
す
る
。

「今
後
の
⽅
向
性
（
予
算
）
」に
つ
い
て
は
、特
例
臨
時
接
種
とし
て
の
新
型
コロ
ナ
ワ
クチ
ン
接
種
が
令
和
５
年
度
で
終
了
し、
令
和
６
年
度
以
降
は
対
象
者
を
⾼
齢
者
等
に
限
定
した
定
期
接
種
とし
て

実
施
して
い
くこ
とか
ら、
令
和
６
年
度
以
降
の
予
算
規
模
が
縮
⼩
とな
る
旨
の
記
載
に
修
正
す
る
。

令
和
６
年
度
か
ら『
ス
マ
ー
トウ
ェル
ネ
ス
シ
テ
ィ推
進
プ
ラン
』の
運
⽤
が
開
始
す
る
こと
か
ら、
この
プ
ラン
とも
整
合
した
施
策
展
開
が
で
き
る
よ
うに
、総
合
振
興
計
画
で
掲
げ
る
主
要
指
標
の
⾒
直
し・
変
更
に

つ
い
て
、今
後
、共
創
企
画
課
と協
議
す
る
。

施
策
名

施
策
の
目
的

部
局
名

外 部 評 価 委 員 の コ メ ン ト

対
応
す
る

意
⾒
番
号

① ④ ⑤

16 



〇
令

和
５

年
度

⼾
⽥

市
外

部
評

価
委

員
会

の
意

⾒
に

対
す

る
⾏

動
計

画
表

（
評

価
対

象
年

度
︓

令
和

４
年

度
）

施
策

１
６

　地
域

防
災

⼒
・危

機
管

理
体

制
の

充
実

・強
化

⾃
然

災
害

や
武

⼒
攻

撃
事

態
等

か
ら市

⺠
を

守
る

た
め

、地
域

防
災

の
要

とな
る

⾃
主

防
災

会
や

消
防

団
を

含
め

た
体

制
の

整
備

や
危

機
管

理
体

制
の

強
化

を
図

りま
す

。ま
た

、市
⺠

⼀
⼈

ひ
とり

が
災

害
に

対
す

る
考

え
⽅

や
知

識
を

持
ち

、防
災

・危
機

管
理

意
識

を
⾼

め
、有

事
の

際
に

は
お

互
い

に
助

け
合

うこ
との

で
き

る
地

域
づ

くり
を

進
め

る
こと

に
よ

り、
災

害
に

強
い

ま
ち

の
実

現
を

⽬
指

しま
す

。

【中
心
とな
る
部
局
】危

機
管

理
防

災
課
　【
関
係
す
る
部
局
】消

防
本

部
評

価
項

⽬
記

載
ペ

ー
ジ

意
⾒

番
号

外
部

評
価

委
員

会
の

意
⾒

16
①

事
業

の
構

成
とし

て
不

⾜
して

い
る

部
分

は
特

に
⾒

られ
な

い
。

16
②

施
策

⽬
的

で
あ

る
「災

害
に

強
い

ま
ち

」が
実

現
され

る
た

め
に

は
、必

要
な

事
務

事
業

で
あ

る
と判

断
す

る
。ま

た
、防

災
意

識
向

上
の

た
め

に
何

が
必

要
か

、何
が

で
き

て
何

が
不

⼗
分

か
を

、担
当

課
の

⽅
が

的
確

に
把

握
して

い
る

点
は

⾼
く評

価
で

き
る

。そ
の

上
で

、「
⼾

⽥
市

ハ
ザ

ー
ドブ

ック
」の

周
知

・啓
発

活
動

は
、市

⺠
の

防
災

意
識

を
喚

起
す

る
上

で
も

優
れ

た
取

組
み

と⾼
評

させ
て

い
た

だ
く。

今
後

は
、周

知
・啓

蒙
活

動
に

留
ま

らず
、地

域
防

災
の

取
組

を
中

⼼
とし

て
、市

⺠
全

体
で

避
難

⾏
動

を
考

究
し、

そ
の

準
備

が
進

む
よ

うな
「学

び
の

機
会

」な
どの

充
実

に
も

期
待

した
い

。

16
③

妥
当

と判
断

す
る

。

16
④

総
合

振
興

計
画

上
で

は
「⼩

・中
学

⽣
な

ど若
い

世
代

の
防

災
訓

練
参

加
を

促
しま

す
」と

特
記

され
て

い
る

が
、そ

れ
に

対
応

した
事

業
が

設
定

され
て

い
な

い
。当

該
年

代
を

所
管

す
る

教
育

部
⾨

との
連

携
も

報
告

され
な

か
っ

た
。

16
⑤

防
災

情
報

を
市

⺠
に

どう
使

え
る

か
に

つ
い

て
は

検
討

の
余

地
が

あ
る

と感
じた

た
め

。

16
⑥

内
⽔

ハ
ザ

ー
ドマ

ップ
の

作
製

は
下

⽔
道

施
設

課
で

あ
る

。内
⽔

ハ
ザ

ー
ドマ

ップ
に

は
緊

急
避

難
場

所
の

記
載

は
な

く、
ハ

ザ
ー

ドブ
ック

に
荒

川
の

氾
濫

を
想

定
した

緊
急

避
難

場
所

が
⽰

され
て

い
る

。令
和

元
年

度
の

１
９

号
台

⾵
の

際
に

は
内

⽔
氾

濫
に

よ
る

避
難

者
が

多
数

緊
急

避
難

場
所

を
訪

れ
た

こと
を

考
え

る
と、

本
施

策
に

お
い

て
危

機
管

理
防

災
課

は
下

⽔
道

施
設

課
と連

携
して

内
⽔

ハ
ザ

ー
ドマ

ップ
とハ

ザ
ー

ドブ
ック

の
統

合
を

図
る

べ
き

で
あ

る
。

　⾃
主

防
災

会
は

町
会

、⾃
治

会
との

連
携

が
前

提
とし

て
成

り⽴
って

い
る

よ
うだ

が
市

⺠
の

町
会

、⾃
治

会
へ

の
未

加
⼊

問
題

が
あ

る
。意

識
づ

け
を

⽬
的

に
協

働
推

進
課

と研
修

会
を

開
催

予
定

との
こと

だ
が

、魅
⼒

あ
る

仕
組

み
を

検
討

す
べ

き
で

は
な

い
か

。消
防

団
加

⼊
者

に
町

会
役

員
も

名
を

連
ね

て
い

る
とい

うこ
とも

あ
る

よ
うだ

が
、⾃

主
防

災
会

、消
防

団
の

リク
ル

ー
トに

関
連

性
を

持
た

せ
た

検
討

も
必

要
とな

ろ
う。

⾃
主

防
災

会
、消

防
団

の
い

ず
れ

も
や

りが
い

の
得

られ
る

よ
うな

仕
組

み
、処

遇
が

必
要

と思
う。

　実
際

は
⾏

わ
れ

て
い

る
の

か
も

しれ
な

い
が

ロジ
ック

・モ
デ

ル
シ

ー
トで

関
連

部
署

との
連

携
の

記
載

が
な

い
。危

機
管

理
体

制
を

強
化

し地
域

防
災

⼒
を

向
上

させ
る

た
め

に
は

関
連

部
署

との
連

携
は

不
可

⽋
と思

う。
⽔

害
や

地
震

な
どの

⾃
然

災
害

、テ
ロな

どの
⼈

的
災

害
な

どの
ケ

ー
ス

を
想

定
した

活
動

を
設

定
し、

単
独

で
対

応
で

き
る

事
務

事
業

か
、他

部
署

との
連

携
とな

る
再

掲
事

務
事

業
とす

る
か

して
施

策
の

充
実

を
図

る
必

要
が

あ
る

と思
う。

16
⑦

当
市

は
そ

の
地

域
特

性
上

､分
譲

マ
ン

シ
ョン

が
増

加
して

い
る

が
､マ

ン
シ

ョン
組

合
の

町
会

･⾃
治

会
未

加
⼊

率
が

⾼
い

た
め

､町
会

･⾃
治

会
に

紐
づ

く⾃
主

防
災

会
の

加
⼊

率
が

⼈
⼝

⽐
５

０
％

程
度

と低
位

で
あ

る
。こ

れ
こそ

が
本

質
的

な
課

題
で

は
な

い
か

。公
助

に
つ

い
て

は
⾃

主
防

災
会

を
前

提
とす

る
な

らば
､前

提
基

盤
が

怪
しい

こと
に

な
る

｡ 
賃

貸
マ

ン
シ

ョン
･ア

パ
ー

ト住
⺠

も
含

め
､⾃

主
防

災
会

で
吸

収
で

き
て

い
な

い
市

⺠
を

どう
す

る
の

か
を

､
当

市
の

防
災

体
制

の
質

的
課

題
(不

⾜
して

い
る

事
業

)と
して

捉
え

る
べ

き
で

は
な

い
か

。

意
⾒

に
対

す
る

⾏
動

計
画

防
災

訓
練

に
係

る
内

容
は

防
災

意
識

開
発

等
事

業
に

お
い

て
実

施
して

い
る

こと
か

ら、
「⼩

・中
学

⽣
な

ど若
い

世
代

の
防

災
訓

練
参

加
」に

つ
い

て
も

当
該

事
業

で
実

施
して

い
る

。指
標

とし
て

訓
練

参
加

者
数

を
設

定
して

い
る

こと
か

ら、
本

事
業

で
⼀

定
程

度
、評

価
で

き
る

も
の

と認
識

して
い

る
。

教
育

委
員

会
事

務
局

との
連

携
とし

て
は

、令
和

2年
度

よ
り中

学
校

で
実

施
す

る
防

災
授

業
で

の
講

義
、防

災
器

材
の

説
明

・設
営

体
験

を
実

施
して

い
る

。ま
た

、⼩
学

校
で

の
防

災
授

業
へ

講
師

派
遣

す
る

な
ど、

児
童

・⽣
徒

の
学

年
に

応
じて

内
容

を
変

え
な

が
ら防

災
教

育
を

実
施

して
い

る
。今

後
も

引
き

続
き

、連
携

して
い

く。
ハ

ザ
ー

ドブ
ック

に
内

⽔
ハ

ザ
ー

ドマ
ップ

は
掲

載
して

い
る

が
、緊

急
避

難
場

所
は

落
とし

込
ん

で
い

な
い

た
め

、内
⽔

ハ
ザ

ー
ドマ

ップ
を

更
新

等
す

る
際

に
緊

急
避

難
場

所
を

落
とし

込
め

る
よ

う、
下

⽔
道

施
設

課
と調

整
して

い
く。

今
年

度
実

施
した

研
修

会
は

共
同

推
進

課
単

独
の

事
業

とな
る

が
、町

会
・⾃

治
会

の
加

⼊
率

向
上

に
向

け
た

魅
⼒

あ
る

仕
組

み
に

つ
い

て
は

、今
後

、協
働

推
進

課
と連

携
して

取
り組

ん
で

い
く。

関
係

課
（

再
掲

事
務

事
業

）
の

⾒
直

しと
併

せ
て

ロジ
ック

・モ
デ

ル
シ

ー
トの

内
容

を
⾒

直
して

い
く。

消
防

団
に

つ
い

て
は

、大
規

模
災

害
時

に
地

域
防

災
の

中
⼼

的
存

在
とな

る
こと

か
ら、

⾃
主

防
災

会
との

連
携

に
つ

い
て

は
必

要
で

あ
る

。他
部

署
と連

携
して

進
め

て
い

く。

当
⾯

は
町

会
・⾃

治
会

の
加

⼊
率

向
上

に
向

け
、協

働
推

進
課

と連
携

して
取

り組
ん

で
い

く。
平

⾏
して

町
会

に
加

⼊
して

い
な

い
マ

ン
シ

ョン
単

位
で

⾃
主

防
災

会
を

設
置

す
る

な
ど、

町
会

と紐
付

い
て

い
な

い
組

織
の

あ
り⽅

な
どを

調
査

・研
究

して
い

く。

事 務 事 業 の 妥 当 性

施
策

名

部
局

名

施
策

の
⽬

的

対
応

す
る

意
⾒

番
号

④ ⑥ ⑦
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〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
１
６
　地
域
防
災
⼒
・危
機
管
理
体
制
の
充
実
・強
化

⾃
然
災
害
や
武
⼒
攻
撃
事
態
等
か
ら市
⺠
を
守
る
た
め
、地
域
防
災
の
要
とな
る
⾃
主
防
災
会
や
消
防
団
を
含
め
た
体
制
の
整
備
や
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
りま
す
。ま
た
、市
⺠
⼀
⼈
ひ
とり
が

災
害
に
対
す
る
考
え
⽅
や
知
識
を
持
ち
、防
災
・危
機
管
理
意
識
を
⾼
め
、有
事
の
際
に
は
お
互
い
に
助
け
合
うこ
との
で
き
る
地
域
づ
くり
を
進
め
る
こと
に
よ
り、
災
害
に
強
い
ま
ち
の
実
現
を
⽬
指
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】危
機
管
理
防
災
課
　【
関
係
す
る
部
局
】消
防
本
部

評
価
項
⽬

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒

番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

17
①

妥
当
で
あ
る
と判
断
す
る
。

17
②

「企
業
な
どと
の
連
携
を
強
化
す
る
こと
」「
⼩
・中
学
⽣
な
ど若
い
世
代
の
防
災
訓
練
参
加
を
促
す
こと
」を
総
合
振
興
計
画
上
で
は
実
施
項
⽬
とし
て
い
る
の
で
、そ
の
⽔
準
を
モ
ニ
ター
す
る
項
⽬
（
参
加
⼈
数
や
協
定
件
数
な

ど）
を
定
点
観
測
す
る
必
要
が
あ
ろ
う。

17
③

消
防
団
の
活
動
が
な
い
とき
は
、出
勤
割
合
が
０
に
な
った
り、
指
標
とし
て
は
わ
か
りに
くい
た
め
。

17
④

事
務
事
業
の
妥
当
性
に
記
載
の
通
り、
「⾃
主
防
災
会
に
防
災
⼠
が
い
る
割
合
」以
前
に
、「
⾃
主
防
災
会
の
組
織
率
」⾃
体
が
真
に
必
要
な
指
標
で
は
な
い
か
。

17
⑤

消
防
団
員
の
出
勤
割
合
が
指
標
とな
って
い
る
が
、実
際
に
必
要
な
の
は
実
数
で
は
な
い
の
だ
ろ
うか
。市
外
勤
務
者
に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
る
訳
だ
し、
実
数
が
不
⾜
して
い
る
と実
務
に
⽀
障
を
き
た
す
こと
に
な
る
。勤
務
や
構

成
員
の
職
務
実
態
に
合
わ
せ
て
、出
勤
職
員
の
確
保
を
定
員
や
処
遇
を
含
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

17
⑥

消
防
団
員
の
出
動
割
合
とい
う指
標
は
消
防
団
員
が
減
少
して
い
け
ば
数
値
が
⾼
くな
って
しま
う。
よ
って
、消
防
団
員
数
を
参
考
指
標
とし
て
設
定
して
は
どう
か
。⾃
主
防
災
会
に
加
⼊
して
い
る
市
⺠
の
割
合
の
⽅
が
適
当
で

あ
る
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

防
災
意
識
開
発
等
事
業
の
指
標
とし
て
訓
練
参
加
者
数
を
設
定
して
い
る
こと
か
ら、
本
事
業
で
⼀
定
程
度
、評
価
で
き
る
も
の
と認
識
して
い
る
。今
後
、よ
り適
切
に
評
価
で
き
る
よ
う設
定
指
標
を
検
討

して
い
く。

訓
練
時
の
出
動
割
合
に
つ
い
て
も
、事
務
事
業
評
価
に
掲
げ
取
り組
ん
で
い
る
。災
害
時
の
出
動
割
合
が
課
題
とな
って
い
る
た
め
、団
員
教
育
を
通
じて
、団
員
の
意
識
向
上
を
⽬
指
す
。

適
切
に
評
価
で
き
る
よ
う設
定
指
標
を
検
討
して
い
く。

実
数
に
つ
い
て
は
、事
務
事
業
評
価
に
掲
げ
取
り組
ん
で
い
る
。実
数
を
不
⾜
させ
な
い
よ
う啓
発
活
動
を
⾏
って
い
る
。市
外
勤
務
者
、勤
務
や
構
成
員
の
職
務
実
態
に
合
わ
せ
た
出
動
割
合
を
デ
ー
タ化

し把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

実
数
に
つ
い
て
は
、事
務
事
業
評
価
に
掲
げ
取
り組
ん
で
い
る
。実
数
を
不
⾜
させ
な
い
よ
う啓
発
活
動
を
⾏
って
い
る
。

施
策
名

施
策
の
⽬
的

部
局
名

施 策 指 標 の 妥 当 性

対
応
す
る

意
⾒
番
号

② ③ ④ ⑤ ⑥

18 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
１
６
　地
域
防
災
⼒
・危
機
管
理
体
制
の
充
実
・強
化

⾃
然
災
害
や
武
⼒
攻
撃
事
態
等
か
ら市
⺠
を
守
る
た
め
、地
域
防
災
の
要
とな
る
⾃
主
防
災
会
や
消
防
団
を
含
め
た
体
制
の
整
備
や
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
りま
す
。ま
た
、市
⺠
⼀
⼈
ひ
とり
が
災

害
に
対
す
る
考
え
⽅
や
知
識
を
持
ち
、防
災
・危
機
管
理
意
識
を
⾼
め
、有
事
の
際
に
は
お
互
い
に
助
け
合
うこ
との
で
き
る
地
域
づ
くり
を
進
め
る
こと
に
よ
り、
災
害
に
強
い
ま
ち
の
実
現
を
⽬
指
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】危
機
管
理
防
災
課
　【
関
係
す
る
部
局
】消
防
本
部

評
価
項
⽬

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒
番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

17
①

特
段
、増
加
の
必
要
性
は
認
め
られ
な
い
。

17
②

原
材
料
価
格
⾼
騰
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
⾼
騰
な
どの
経
済
変
動
を
⼤
き
く受
け
る
⼤
規
模
な
公
共
事
業
を
含
む
も
の
で
は
な
い
。

17
③

実
際
に
災
害
が
発
生
した
際
の
予
算
は
別
途
考
慮
され
る
との
こと
で
あ
る
た
め
。

17
④

担
当
課
の
⽅
の
お
話
しか
ら「
維
持
」と
判
断
す
る
。た
だ
し、
地
域
防
災
⼒
の
向
上
に
⽋
か
せ
な
い
「消
防
団
員
に
関
す
る
⼾
⽥
市
独
⾃
の
事
業
（
例
え
ば
団
員
に
対
す
る
待
遇
⾯
の
向
上
）
」が
ス
ター
トす
る
場
合
は
、予
算
の

増
加
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と思
料
す
る
。

17
⑤

妥
当
で
あ
る
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

施
策
名

施
策
の
⽬
的

部
局
名

資 源 の 方 向 性 （ 予 算 ）

対
応
す
る

意
⾒
番
号

19 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
１
６
　地
域
防
災
⼒
・危
機
管
理
体
制
の
充
実
・強
化

⾃
然
災
害
や
武
⼒
攻
撃
事
態
等
か
ら市
⺠
を
守
る
た
め
、地
域
防
災
の
要
とな
る
⾃
主
防
災
会
や
消
防
団
を
含
め
た
体
制
の
整
備
や
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
りま
す
。ま
た
、市
⺠
⼀
⼈
ひ
とり
が
災

害
に
対
す
る
考
え
⽅
や
知
識
を
持
ち
、防
災
・危
機
管
理
意
識
を
⾼
め
、有
事
の
際
に
は
お
互
い
に
助
け
合
うこ
との
で
き
る
地
域
づ
くり
を
進
め
る
こと
に
よ
り、
災
害
に
強
い
ま
ち
の
実
現
を
⽬
指
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】危
機
管
理
防
災
課
　【
関
係
す
る
部
局
】消
防
本
部

評
価
項
⽬

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒
番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

18
①

特
段
、増
加
の
必
要
性
は
認
め
られ
な
い
。

18
②

事
業
メニ
ュー
の
増
加
は
想
定
され
て
い
な
い
。

18
③

実
際
に
災
害
が
発
生
した
際
に
は
、様
々
な
所
か
ら⼈
員
が
集
め
られ
る
た
め
。

18
④

「維
持
」と
判
断
す
る
。

18
⑤

妥
当
で
あ
る
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

施
策
名

施
策
の
⽬
的

部
局
名

資 源 の 方 向 性 （ 人 員 ）

対
応
す
る

意
⾒
番
号

20 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
１
６
　地
域
防
災
⼒
・危
機
管
理
体
制
の
充
実
・強
化

⾃
然
災
害
や
武
⼒
攻
撃
事
態
等
か
ら市
⺠
を
守
る
た
め
、地
域
防
災
の
要
とな
る
⾃
主
防
災
会
や
消
防
団
を
含
め
た
体
制
の
整
備
や
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
りま
す
。ま
た
、市
⺠
⼀
⼈
ひ
とり
が
災

害
に
対
す
る
考
え
⽅
や
知
識
を
持
ち
、防
災
・危
機
管
理
意
識
を
⾼
め
、有
事
の
際
に
は
お
互
い
に
助
け
合
うこ
との
で
き
る
地
域
づ
くり
を
進
め
る
こと
に
よ
り、
災
害
に
強
い
ま
ち
の
実
現
を
⽬
指
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】危
機
管
理
防
災
課
　【
関
係
す
る
部
局
】消
防
本
部

評
価
項
⽬

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒

番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

18
①

⾃
主
防
災
会
は
町
会
に
紐
づ
くも
の
で
あ
る
が
、町
会
加
⼊
率
約
５
０
％
で
あ
り、
町
会
担
当
の
協
働
推
進
課
との
連
携
が
⾏
わ
れ
て
い
る
。よ
って
、関
係
課
に
協
働
推
進
課
が
⼊
って
い
な
い
の
は
お
か
しい
。

18
②

町
内
会
とい
う制
度
が
以
前
ほ
ど組
織
化
で
き
て
い
な
い
以
上
、別
の
防
災
組
織
の
在
り⽅
も
検
討
す
べ
き
だ
と思
った
。

18
③

災
害
は
い
つ
起
こる
か
わ
か
らな
い
。故
に
、地
域
毎
に
想
定
され
る
「災
害
リス
ク」
を
把
握
し、
平
時
か
ら、
市
⺠
の
「防
災
意
識
」を
⾼
め
て
お
くこ
とが
極
め
て
重
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、１
⼈
で
も
多
くの
消
防
団
員
の
確
保
、さ

らに
地
域
毎
に
「防
災
リー
ダー
」の
確
保
が
急
務
と思
料
して
い
る
。⾃
助
・共
助
・公
助
が
⼀
体
とな
って
成
⽴
せ
ね
ば
、災
害
に
は
⽴
ち
向
か
え
な
い
。そ
の
点
、中
学
⽣
を
対
象
に
した
「防
災
⼠
資
格
取
得
⽀
援
補
助
⾦
」の
制

度
は
秀
逸
だ
と思
う。

18
④

取
組
⽅
針
に
掲
げ
た
消
防
団
員
の
確
保
は
、成
果
が
上
が
って
い
る
よ
うで
⾒
通
しは
明
る
い
よ
うだ
が
、い
つ
ま
で
も
地
縁
や
知
⼈
の
紹
介
な
どに
頼
って
い
る
の
で
は
限
界
が
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
うか
。消
防
団
に
加
⼊
して
良
か
っ

た
、と
実
感
で
き
る
よ
うな
仕
組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。日
中
、市
外
勤
務
者
も
増
え
る
との
こと
だ
が
、消
防
団
の
定
員
、処
遇
も
含
め
た
検
討
が
必
要
と思
う。

18
⑤

⾮
常
勤
特
別
職
で
あ
る
消
防
団
員
へ
の
出
動
⼿
当
拡
⼤
を
条
例
改
正
に
よ
り実
施
す
れ
ば
予
算
投
⼊
量
は
拡
⼤
す
る
。こ
の
⼈
件
費
問
題
は
専
⾨
相
談
を
担
う会
計
年
度
任
⽤
職
員
を
含
む
⾃
治
体
公
務
員
機
構
全
体
の
枠

組
み
の
下
で
検
討
す
る
こと
が
望
ま
しい
の
で
は
な
い
だ
ろ
うか
。

18
⑥

防
災
へ
の
取
組
が
よ
く考
え
られ
て
い
る
とこ
ろ
か
ら、
⼾
⽥
市
の
安
全
の
た
め
に
この
ま
ま
継
続
して
ほ
しい
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

関
係
課
（
再
掲
事
務
事
業
）
の
⾒
直
しを
実
施
す
る
。

町
会
に
加
⼊
して
い
な
い
マ
ン
シ
ョン
単
位
で
⾃
主
防
災
会
を
設
置
す
る
な
ど、
町
会
と紐
付
い
て
い
な
い
組
織
の
あ
り⽅
な
どを
調
査
・研
究
して
い
く。

消
防
団
の
加
⼊
に
つ
い
て
は
、地
縁
や
知
⼈
の
紹
介
だ
け
で
な
く、
団
員
の
活
動
や
⼊
団
して
良
か
った
こと
な
どを
掲
載
した
広
報
誌
「消
防
団
だ
よ
り」
や
ポ
ス
ター
を
作
成
し、
今
後
も
幅
広
い
啓
発
活
動
を

継
続
して
い
く。
消
防
団
教
育
を
通
して
、団
員
の
意
識
を
向
上
で
き
る
⼿
法
を
検
討
して
い
く。
処
遇
に
つ
い
て
も
、近
隣
市
の
状
況
を
参
考
に
して
い
き
た
い
。

消
防
庁
が
、令
和
３
年
度
に
消
防
団
員
の
報
酬
等
の
基
準
に
つ
い
て
の
通
知
に
よ
り、
本
市
に
お
い
て
も
条
例
改
正
し、
報
酬
等
の
処
遇
改
善
に
努
め
て
い
る
。今
後
も
近
隣
市
の
状
況
を
参
考
に
し、
情
報

収
集
して
い
き
た
い
。

施
策
名

施
策
の
⽬
的

部
局
名

外 部 評 価 委 員 の コ メ ン ト

対
応
す
る

意
⾒
番
号

① ② ④ ⑤

21 



〇
令

和
５

年
度

⼾
⽥

市
外

部
評

価
委

員
会

の
意

⾒
に

対
す

る
⾏

動
計

画
表

（
評

価
対

象
年

度
︓

令
和

４
年

度
）

施
策

２
２

　安
心

して
生

活
で

き
る

住
環

境
の

充
実

既
存

住
宅

ス
トッ

クの
適

正
管

理
・活

⽤
を

促
進

す
る

とと
も

に
、市

営
住

宅
を

供
給

す
る

こと
に

よ
り、

市
⺠

が
安

心
して

生
活

で
き

る
住

環
境

を
整

備
しま

す
。

【中
心
とな
る
部
局
】都

市
整

備
部
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価

項
目

記
載

ペ
ー

ジ
意

⾒
番

号
外

部
評

価
委

員
会

の
意

⾒

21
①

本
施

策
を

進
め

て
い

く上
で

必
要

な
事

業
と判

断
し、

概
ね

「妥
当

」と
判

断
す

る
。

21
②

妥
当

で
あ

る
。

21
③

当
市

に
つ

い
て

は
、地

域
特

性
上

、「
空

き
家

問
題

」に
つ

い
て

は
顕

著
な

問
題

で
は

な
い

事
が

理
解

で
き

た
。今

後
は

、分
譲

マ
ン

シ
ョン

の
増

加
・⽼

朽
化

に
伴

う課
題

対
応

に
重

点
を

移
して

⾏
って

欲
しい

。
21

④
開

発
指

導
で

現
在

実
施

され
て

い
る

内
容

が
ロジ

ック
・モ

デ
ル

シ
ー

ト上
で

位
置

づ
け

られ
て

い
な

い
点

は
要

改
善

で
あ

る
。

21
⑤

現
状

そ
れ

ほ
ど⼤

き
な

問
題

とは
な

って
い

な
い

空
き

家
対

策
を

重
視

して
い

る
よ

うに
も

感
じる

。市
営

住
宅

の
⼊

居
率

が
１

０
０

％
で

、落
選

す
る

世
帯

も
い

る
との

こと
な

の
で

、⼊
居

基
準

の
⾒

直
しな

ども
何

らか
の

対
策

が
あ

って
も

よ
い

よ
うに

感
じた

。

21
⑥

施
策

に
あ

る
「住

環
境

」の
定

義
（

範
囲

）
が

か
な

り狭
く捉

え
られ

て
い

る
。防

犯
、防

災
、環

境
、景

観
な

どの
観

点
が

弱
い

。建
築

⾏
政

で
は

な
く、

総
合

⾏
政

に
転

換
す

る
こと

が
求

め
られ

る
。

分
譲

マ
ン

シ
ョン

に
お

け
る

管
理

組
合

の
担

い
⼿

不
⾜

、⽼
朽

化
に

対
す

る
取

組
は

弱
い

。「
住

環
境

の
充

実
」と

い
う観

点
か

らす
る

と、
積

極
性

が
あ

ま
り⾒

られ
な

か
った

。

21
⑦

施
策

の
３

本
柱

の
⼀

つ
の

「空
き

家
対

策
の

推
進

」だ
が

、⼾
⽥

市
に

は
空

き
家

が
少

な
い

とい
う現

状
で

は
事

務
事

業
設

定
に

疑
問

が
残

る
。総

合
振

興
計

画
の

「現
況

と課
題

」に
は

、⼀
般

論
とし

て
の

管
理

不
全

の
空

き
家

の
記

載
は

あ
る

が
⼾

⽥
市

の
空

き
家

が
増

加
して

い
る

との
記

述
は

な
い

。⼀
⽅

、当
委

員
会

の
参

考
資

料
とし

て
頂

い
た

「平
成

２
８

年
度

第
４

回
⼾

⽥
市

外
部

評
価

委
員

会
(施

策
５

６
 住

ま
い

の
安

定
的

な
確

保
)」

に
は

、「
空

き
家

対
策

は
当

初
、倒

壊
の

恐
れ

の
あ

る
空

き
家

対
策

を
主

な
目

的
とし

て
い

た
が

、今
年

度
(平

成
２

８
年

度
)か

ら住
み

替
え

⽀
援

の
活

⽤
を

模
索

して
い

る
」と

して
い

る
。す

な
わ

ち
、空

き
家

対
策

は
周

辺
の

住
環

境
悪

化
対

策
で

は
な

く、
子

育
て

世
代

の
転

出
抑

制
策

とし
て

位
置

づ
け

られ
て

い
る

よ
うで

あ
る

。
　本

施
策

を
包

含
す

る
基

本
目

標
Ⅴ

は
「快

適
に

過
ご

せ
る

生
活

基
盤

が
整

備
され

た
ま

ち
」で

あ
り、

施
策

２
２

で
は

「安
心

して
生

活
で

き
る

住
環

境
の

充
実

」を
うた

って
い

る
が

、住
環

境
整

備
・充

実
に

関
す

る
事

業
は

⾒
当

た
らな

い
。担

当
課

の
既

存
業

務
に

は
該

当
す

る
も

の
が

な
い

との
こと

だ
が

、他
の

施
策

と連
携

す
る

な
り他

部
署

と調
整

す
る

な
りし

て
再

掲
事

務
事

業
とし

て
展

開
を

検
討

して
い

た
だ

き
た

い
。本

施
策

に
お

い
て

住
環

境
の

充
実

は
最

重
要

課
題

と思
う。

意
⾒

に
対

す
る

⾏
動

計
画

後
期

基
本

計
画

作
成

時
に

ロジ
ック

・モ
デ

ル
シ

ー
トを

作
成

し、
位

置
付

け
を

明
確

に
す

る
。

本
市

に
お

い
て

は
、⼈

⼝
が

増
加

して
い

る
こと

も
あ

り空
き

家
が

発
生

しに
くい

状
況

に
あ

る
。⼀

⽅
、管

理
不

全
化

を
防

⽌
す

る
観

点
（

野
放

しに
しな

い
）

か
ら現

在
対

策
に

⼒
を

注
い

で
い

る
。市

営
住

宅
の

⼊
居

基
準

に
つ

い
て

は
、公

営
住

宅
法

に
よ

り所
得

制
限

等
、⼀

定
の

基
準

が
定

め
られ

て
お

り、
法

に
倣

い
基

準
を

定
め

て
い

る
。

「住
環

境
」の

定
義

（
範

囲
）

が
狭

く捉
え

られ
て

い
る

よ
うに

感
じる

」と
の

ご
意

⾒
を

踏
ま

え
、前

期
基

本
計

画
期

間
中

は
他

施
策

と連
携

を
図

る
な

ど、
総

合
⾏

政
的

視
点

を
取

り⼊
れ

る
た

め
の

準
備

期
間

とす
る

。
「住

環
境

の
充

実
」の

定
義

は
ソ

フト
⾯

・ハ
ー

ド⾯
等

様
々

で
あ

る
と捉

え
て

い
る

。既
存

事
業

の
な

か
で

、宅
地

開
発

事
業

等
指

導
条

例
な

どは
再

掲
事

業
とす

る
こと

が
⾒

込
め

る
た

め
、再

掲
の

検
討

を
進

め
て

い
く。

事 務 事 業 の 妥 当 性

施
策

名

部
局

名

施
策

の
目

的

対
応

す
る

意
⾒

番
号

④ ⑥ ⑦⑤

22 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
２
２
　安
心
して
生
活
で
き
る
住
環
境
の
充
実

既
存
住
宅
ス
トッ
クの
適
正
管
理
・活
⽤
を
促
進
す
る
とと
も
に
、市
営
住
宅
を
供
給
す
る
こと
に
よ
り、
市
⺠
が
安
心
して
生
活
で
き
る
住
環
境
を
整
備
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】都
市
整
備
部
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒

番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

22
①

マ
ン
シ
ョン
管
理
の
相
談
件
数
を
指
標
に
採
⽤
す
る
こと
は
事
業
の
開
始
年
次
、進
展
の
フェ
ー
ズ
を
考
え
れ
ば
妥
当
で
あ
ろ
う。
な
お
、建
て
替
え
が
本
格
化
す
る
局
⾯
に
な
れ
ば
、建
替
え
⽀
援
で
の
実
績
値
を
採
⽤
す
る
な
どの

工
夫
も
検
討
され
て
しか
る
べ
き
だ
ろ
う。

22
②

進
捗
を
測
る
指
標
とし
て
は
概
ね
「妥
当
」と
判
断
す
る
。

22
③

妥
当
で
あ
る
。

22
④

施
策
の
主
な
取
組
に
耐
震
診
断
も
載
って
い
る
こと
か
ら、
そ
れ
に
関
す
る
指
標
も
あ
った
ほ
うが
良
い
と思
った
。

22
⑤

マ
ン
シ
ョン
の
相
談
件
数
に
つ
い
て
は
、⾃
然
増
（
⺟
数
増
）
を
勘
案
す
れ
ば
、「
絶
対
件
数
」で
は
な
く、
「（
⺟
数
に
対
す
る
）
相
談
率
」で
設
定
した
⽅
が
、目
標
（
努
⼒
要
素
）
指
標
とし
て
適
当
で
は
な
い
か

22
⑥

「マ
ン
シ
ョン
相
談
件
数
」は
施
策
に
お
け
る
成
果
指
標
とは
い
え
な
い
。「
市
営
住
宅
⻑
寿
命
化
計
画
進
捗
率
」は
ア
ウ
トプ
ット
指
標
で
あ
る
。

22
⑦

指
標
や
そ
の
算
定
根
拠
は
簡
単
に
変
更
す
べ
き
で
は
な
い
。指
標
の
算
定
が
前
年
度
と異
な
って
い
る
場
合
は
、施
策
実
施
途
中
で
の
変
更
で
あ
る
な
らば
理
由
を
明
確
に
して
変
更
を
記
す
べ
き
で
あ
る
。

　空
き
家
件
数
が
少
な
く、
そ
の
削
減
が
主
目
的
で
は
な
い
とす
る
と「
空
き
家
件
数
」を
指
標
とす
る
意
味
合
い
が
希
薄
に
な
る
。住
み
替
え
の
対
象
を
空
き
家
とす
る
な
らば
、指
標
は
空
き
家
の
回
転
率
で
あ
ろ
う。

　耐
震
と同
様
、浸
⽔
対
策
、⾞
騒
⾳
等
、住
環
境
に
関
連
す
る
キ
ー
ワ
ー
ドを
ピ
ック
ア
ップ
して
効
果
的
か
つ
優
先
順
位
の
⾼
い
も
の
を
指
標
とし
て
は
如
何
か
。こ
の
指
標
を
下
って
新
た
な
事
務
事
業
、再
掲
事
務
事
業
に
辿

り着
け
れ
ば
施
策
の
新
た
な
展
開
が
開
け
る
と思
う。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

耐
震
は
市
⺠
の
安
全
・安
心
を
守
る
⼤
変
重
要
な
施
策
だ
が
、⼾
⽥
市
の
住
宅
の
耐
震
化
率
は
95
.6
％
と県
内
で
も
⾮
常
に
⾼
い
値
で
あ
り、
国
や
県
の
令
和
7年
度
に
お
け
る
耐
震
化
の
目
標
値

（
95
％
）
を
達
成
して
い
る
。指
標
設
定
を
して
い
な
い
が
、今
後
、国
や
県
の
目
標
値
の
変
更
状
況
等
を
注
視
し、
検
討
を
⾏
う。

い
た
だ
い
た
ご
意
⾒
を
参
考
に
、後
期
基
本
計
画
策
定
時
の
状
況
を
勘
案
し、
指
標
設
定
や
事
務
事
業
（
新
規
・再
掲
）
の
検
討
を
進
め
る
。

施
策
名

施
策
の
目
的

部
局
名

施 策 指 標 の 妥 当 性

対
応
す
る

意
⾒
番
号

④ ⑤ ⑥ ⑦

23 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
２
２
　安
心
して
生
活
で
き
る
住
環
境
の
充
実

既
存
住
宅
ス
トッ
クの
適
正
管
理
・活
⽤
を
促
進
す
る
とと
も
に
、市
営
住
宅
を
供
給
す
る
こと
に
よ
り、
市
⺠
が
安
心
して
生
活
で
き
る
住
環
境
を
整
備
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】都
市
整
備
部
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒
番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

22
①

市
営
住
宅
の
建
物
とし
て
の
ライ
フサ
イク
ル
を
踏
ま
え
、⼤
規
模
修
繕
事
業
遂
⾏
の
た
め
、計
画
的
に
予
算
投
⼊
され
る
の
で
あ
れ
ば
、当
⾯
は
予
算
を
増
額
して
対
応
す
る
こと
は
妥
当
で
あ
る
。

22
②

今
後
、市
営
住
宅
の
改
修
⼯
事
が
予
定
され
て
い
る
との
こと
な
の
で
、増
加
は
否
め
な
い
。た
だ
、将
来
を
⾒
据
え
た
改
修
⼯
事
に
して
い
た
だ
き
た
い
。（
例
え
ば
、バ
リア
フリ
ー
を
要
所
に
導
⼊
して
お
くな
ど）

22
③

市
営
住
宅
の
⼤
規
模
修
繕
等
が
、市
営
住
宅
等
⻑
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く規
定
路
線
な
らば
、予
定
通
りと
い
え
る
。

22
④

⼤
き
な
支
出
は
す
で
に
予
算
に
織
り込
ま
れ
て
い
る
よ
うで
あ
った
た
め
。

22
⑤

妥
当
で
あ
る
。

22
⑥

市
営
住
宅
２
棟
の
⻑
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く必
要
な
改
修
⼯
事
は
妥
当
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

市
営
住
宅
⻑
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、住
宅
の
⻑
寿
命
化
、居
住
性
向
上
を
図
って
い
く。

施
策
名

施
策
の
目
的

部
局
名

資 源 の 方 向 性 （ 予 算 ）

対
応
す
る

意
⾒
番
号

②

24 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
２
２
　安
心
して
生
活
で
き
る
住
環
境
の
充
実

既
存
住
宅
ス
トッ
クの
適
正
管
理
・活
⽤
を
促
進
す
る
とと
も
に
、市
営
住
宅
を
供
給
す
る
こと
に
よ
り、
市
⺠
が
安
心
して
生
活
で
き
る
住
環
境
を
整
備
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】都
市
整
備
部
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒
番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

23
①

人
員
増
加
の
必
要
性
は
認
め
られ
な
い
。

23
②

事
業
メニ
ュー
自
体
の
拡
大
は
な
い
た
め
。

23
③

特
に
新
しい
政
策
を
⾏
う予
定
は
な
い
よ
うで
あ
った
た
め
。

23
④

現
状
維
持
と判
断
す
る
。

23
⑤

妥
当
で
あ
る
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

施
策
名

施
策
の
目
的

部
局
名

資 源 の 方 向 性 （ 人 員 ）

対
応
す
る

意
⾒
番
号

25 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
２
２
　安
心
して
生
活
で
き
る
住
環
境
の
充
実

既
存
住
宅
ス
トッ
クの
適
正
管
理
・活
⽤
を
促
進
す
る
とと
も
に
、市
営
住
宅
を
供
給
す
る
こと
に
よ
り、
市
⺠
が
安
心
して
生
活
で
き
る
住
環
境
を
整
備
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】都
市
整
備
部
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒

番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

23
①

⼾
⽥
市
で
は
、空
き
家
問
題
よ
りも
マ
ン
シ
ョン
問
題
の
ほ
うが
⼤
き
くな
る
こと
が
予
想
され
る
。こ
うし
た
問
題
に
関
して
は
現
状
、情
報
⽀
援
が
中
心
とな
って
い
る
が
、他
の
⽅
策
も
今
の
うち
か
ら、
具
体
的
に
検
討
して
お
い
た
ほ
う

が
よ
い
。

23
②

住
環
境
の
整
備
は
、様
々
な
施
策
を
で
き
る
余
地
が
あ
る
と思
うの
で
、今
後
は
新
しい
施
策
の
実
施
に
期
待
した
い
。

23
③

現
状
が
安
定
して
⾒
受
け
られ
る
の
で
妥
当
と判
断
い
た
しま
す
。こ
の
ま
ま
の
継
続
を
期
待
しま
す
。

23
④

第
４
次
総
合
振
興
計
画
の
とき
は
住
ま
い
の
安
定
的
な
確
保
で
あ
った
が
、第
５
次
総
合
振
興
計
画
に
な
って
⼤
き
く違
う部
分
は
、住
環
境
の
充
実
とい
うと
ころ
だ
と思
う。
今
度
の
施
策
で
は
、住
ま
い
の
安
全
性
や
利
便
性
、

周
辺
環
境
、⼾
⽥
市
の
地
域
特
性
、⽇
常
生
活
⾯
で
の
メリ
ット
、デ
メリ
ット
な
どを
把
握
した
上
で
、必
要
に
応
じて
他
の
施
策
と連
携
す
る
な
どし
て
施
策
を
推
進
して
い
た
だ
き
た
い
。

23
⑤

本
施
策
の
目
的
を
達
成
す
る
に
は
、こ
ども
か
ら⾼
齢
者
ま
で
全
て
の
⼈
に
とっ
て
の
住
み
や
す
さ、
さら
に
は
耐
震
性
等
の
安
全
性
や
、環
境
負
荷
に
配
慮
した
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
・⾼
耐
久
性
な
ど、
住
宅
性
能
を
満
⾜
す
る
こと
が
重

要
で
あ
る
と考
え
る
。そ
の
た
め
、関
係
課
との
連
携
は
⽋
か
せ
な
い
。ま
た
、良
質
な
住
宅
が
共
同
住
宅
、⼾
建
住
宅
とも
に
、適
切
に
維
持
管
理
され
、次
の
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
よ
うな
環
境
の
形
成
も
重
要
で
あ
る
と思
う。
今

後
の
指
標
設
定
に
、住
環
境
に
対
す
る
満
⾜
度
（
満
⾜
、ま
あ
満
⾜
の
割
合
）
も
加
え
る
とよ
い
の
で
は
な
い
か
と思
料
す
る
。⼾
⽥
市
は
、分
譲
マ
ン
シ
ョン
が
多
い
こと
か
ら、
適
正
な
マ
ン
シ
ョン
管
理
（
⼤
規
模
修
繕
等
）
が
重

要
で
あ
る
の
で
、「
マ
ン
シ
ョン
管
理
計
画
認
定
制
度
」が
効
率
的
に
進
め
られ
て
い
くこ
とを
期
待
す
る
。

23
⑥

障
害
を
お
持
ち
の
⽅
の
住
ま
い
の
選
択
肢
とな
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
で
は
、地
元
との
合
意
形
成
が
重
要
で
あ
る
た
め
、福
祉
部
⾨
と住
宅
部
⾨
で
の
協
業
が
期
待
され
る
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

本
市
で
は
、平
成
31
年
4⽉
に
住
宅
施
策
・マ
ン
シ
ョン
担
当
を
組
織
とし
て
設
置
し、
マ
ン
シ
ョン
問
題
に
対
す
る
取
り組
み
を
進
め
て
い
る
。そ
の
成
果
の
⼀
つ
とし
て
、令
和
5年
3⽉
に
「⼾
⽥
市
マ
ン
シ
ョン

管
理
適
正
化
計
画
」を
策
定
し、
４
⽉
か
ら「
管
理
計
画
認
定
制
度
」を
開
始
して
い
る
。今
後
も
、国
・県
の
動
向
に
注
視
しな
が
ら、
他
の
⽅
策
に
つ
い
て
も
、調
査
・研
究
を
⾏
う。

前
期
基
本
計
画
期
間
中
は
メリ
ット
、デ
メリ
ット
な
どを
把
握
し、
他
施
策
と連
携
を
図
る
な
ど、
総
合
⾏
政
的
視
点
を
取
り⼊
れ
る
た
め
の
準
備
期
間
とす
る
。

施
策
名

施
策
の
目
的

部
局
名

外 部 評 価 委 員 の コ メ ン ト

対
応
す
る

意
⾒
番
号

① ④

26 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
２
６
　魅
⼒
あ
る
公
園
づ
くり

市
⺠
に
とっ
て
⾝
近
な
憩
い
の
場
で
あ
る
公
園
等
に
つ
い
て
、地
域
の
景
観
や
特
⾊
を
活
か
し、
市
⺠
の
誰
も
が
安
⼼
して
集
え
る
公
園
・緑
地
を
整
備
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】環
境
経
済
部
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒
番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

26
①

特
に
問
題
は
無
い
。

26
②

公
園
利
⽤
の
社
会
実
験
な
ども
⾏
い
、新
た
な
公
園
利
⽤
の
可
能
性
を
探
る
な
ど新
しい
こと
も
⾏
って
お
り妥
当
だ
と思
った
。

26
③

事
務
事
業
は
「妥
当
」で
あ
る
と判
断
す
る
。ま
た
、指
定
管
理
者
制
度
の
導
⼊
で
、今
後
も
事
業
の
質
の
⾼
さ、
企
画
⼒
で
公
園
の
魅
⼒
向
上
に
期
待
して
い
る
。

26
④

公
園
が
多
い
当
市
の
課
題
対
応
とし
て
、「
公
園
リニ
ュー
ア
ル
計
画
」に
基
づ
き
、ハ
ー
ド面
、ソ
フト
面
、経
営
面
の
視
点
で
、的
確
且
つ
積
極
的
な
施
策
展
開
が
伺
え
る
。

26
⑤

⼾
⽥
市
内
の
公
園
管
理
は
み
どり
公
園
課
が
単
独
で
担
当
して
い
る
との
こと
で
、本
施
策
の
事
務
事
業
４
件
(実
質
３
件
)は
み
どり
公
園
課
の
担
当
とな
る
が
管
理
は
直
轄
部
分
と包
括
指
定
管
理
とし
て
業
者
委
託
して
い
る

部
分
が
あ
る
。経
済
メリ
ット
も
出
て
お
り、
今
後
は
大
部
分
を
包
括
委
託
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
との
こと
で
あ
る
。

　市
内
の
公
園
の
運
営
・維
持
・管
理
は
令
和
３
年
度
か
らの
「⼾
⽥
市
公
園
リニ
ュー
ア
ル
計
画
」に
基
づ
い
て
進
め
られ
て
お
り、
「維
持
管
理
費
を
抑
制
して
公
園
の
魅
⼒
を
向
上
させ
る
」と
して
い
る
。施
策
の
テ
ー
マ
、方
向

性
とも
合
致
す
る
が
、リ
ニ
ュー
ア
ル
計
画
に
よ
る
公
園
が
す
べ
て
魅
⼒
的
で
あ
る
か
は
別
問
題
で
(公
園
の
魅
⼒
は
利
⽤
者
に
とっ
て
の
魅
⼒
で
、押
し付
け
られ
た
も
の
で
は
な
い
は
ず
)、
今
後
とも
注
視
して
い
く必
要
が
あ
る
。

　公
園
リニ
ュー
ア
ル
計
画
で
は
「公
園
ポ
テ
ン
シ
ャル
カル
テ
」の
作
成
が
最
初
の
作
業
との
こと
。公
園
の
魅
⼒
は
公
園
の
⽴
地
や
規
模
、利
⽤
者
の
期
待
に
よ
って
も
異
な
る
で
あ
ろ
うこ
とか
ら、
カル
テ
の
評
価
に
基
づ
い
て
派
⽣
す

る
事
務
事
業
、他
部
門
との
連
携
は
大
い
に
期
待
す
る
とこ
ろ
で
あ
る
。

26
⑥

「魅
⼒
あ
る
公
園
」と
は
どの
よ
うな
公
園
な
の
か
を
調
査
分
析
した
上
で
、既
存
事
業
及
び
そ
の
構
成
を
検
証
され
て
い
な
い
。

26
⑦

ち
び
っこ
プ
ー
ル
に
関
して
多
くの
問
題
が
あ
る
た
め
、検
討
が
必
要
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

事 務 事 業 の 妥 当 性

施
策
名

部
局
名

施
策
の
目
的

対
応
す
る

意
⾒
番
号

⼀
般
的
な
「魅
⼒
」と
は
「⼈
の
⼼
を
惹
き
つ
け
る
⼒
」で
あ
り、
公
園
リニ
ュー
ア
ル
計
画
の
「魅
⼒
あ
る
公
園
」と
は
、計
画
の
基
本
理
念
「楽
しい
︕
気
持
ち
い
い
︕
とっ
て
も
大
好
き
オ
ー
ル
とだ
で
築
く新
た
な

公
園
づ
くり
」を
踏
ま
え
て
、目
指
す
３
つ
の
公
園
像
（
楽
しい
公
園
、気
持
ち
い
い
公
園
、大
好
き
な
公
園
）
の
実
現
が
「魅
⼒
あ
る
公
園
」と
捉
え
て
い
る
。そ
の
た
め
、先
ず
は
公
園
を
柔
軟
に
使
い
こな
す

こと
で
賑
わ
い
を
創
出
す
る
こと
を
第
⼀
に
ソ
フト
、ハ
ー
ド、
経
営
の
視
点
か
ら、
公
園
の
基
本
的
な
役
割
で
あ
る
「存
在
効
果
」と
「利
⽤
効
果
」の
向
上
に
取
り組
ん
で
い
る
とこ
ろ
で
あ
る
。そ
こか
らノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
積
し、
持
続
的
な
賑
わ
い
創
出
に
必
要
な
⼆
つ
の
効
果
を
定
量
的
・定
性
的
に
推
し量
り、
指
標
化
す
る
こと
で
、既
存
事
業
及
び
そ
の
構
成
に
反
映
させ
て
い
き
た
い
と考
え
て
い
る
。

⑥

ち
び
っ⼦
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、⽼
朽
化
、運
営
面
で
の
担
い
⼿
不
⾜
等
の
課
題
、市
⺠
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
どに
柔
軟
に
対
応
が
必
要
で
あ
る
こと
は
認
識
して
い
る
。引
き
続
き
、運
営
を
担
って
い
る
各
町
会
と

も
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
意
⾒
交
換
を
⾏
い
な
が
ら、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
方
策
を
探
って
ま
い
りた
い
。

⑦

27 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
２
６
　魅
⼒
あ
る
公
園
づ
くり

市
⺠
に
とっ
て
⾝
近
な
憩
い
の
場
で
あ
る
公
園
等
に
つ
い
て
、地
域
の
景
観
や
特
⾊
を
活
か
し、
市
⺠
の
誰
も
が
安
⼼
して
集
え
る
公
園
・緑
地
を
整
備
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】環
境
経
済
部
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒

番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

27
①

妥
当
と判
断
しま
す
。

27
②

コミ
ュニ
テ
ィベ
ー
ス
トな
公
園
管
理
の
た
め
に
町
会
・⾃
治
会
の
参
画
を
促
す
こと
に
は
妥
当
性
が
あ
る
が
、町
会
とし
て
公
園
管
理
を
担
って
い
る
か
否
か
を
指
標
とし
て
採
⽤
す
る
こと
は
（
コミ
ュニ
テ
ィ施
策
とし
て
の
位
置
づ
け
で

あ
れ
ば
問
題
は
な
い
の
か
も
しれ
な
い
が
）
公
園
・緑
地
管
理
を
主
語
とす
る
本
施
策
で
あ
れ
ば
、町
会
・⾃
治
会
が
管
理
に
参
画
して
い
る
公
園
数
を
計
算
式
に
⼊
れ
た
指
標
で
定
点
観
測
す
る
こと
が
望
ま
しい
の
で
は
な
い
だ
ろ

うか
。

27
③

公
園
の
維
持
管
理
に
か
か
る
ボ
ラン
テ
ィア
数
の
目
標
値
が
適
切
で
は
な
い
よ
うに
感
じま
した
。満
⾜
度
の
よ
うな
あ
る
意
味
で
は
あ
い
ま
い
な
指
標
を
使
う場
合
は
、具
体
的
な
数
字
を
併
⽤
す
る
とよ
い
と感
じま
す
。

27
④

既
に
、設
定
して
い
る
指
標
に
加
え
て
「公
園
の
利
⽤
率
」も
指
標
に
加
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と思
い
、「
改
善
（
⼩
）
」と
す
る
。

27
⑤

ち
び
っこ
プ
ー
ル
の
利
⽤
者
数
に
つ
い
て
は
、今
後
増
や
す
⽅
向
に
は
な
い
も
の
と推
察
され
る
の
で
、指
標
設
定
も
⾒
直
す
べ
き
。

27
⑤

現
在
の
３
つ
の
指
標
は
、「
愛
着
あ
る
公
園
」の
指
標
の
よ
うな
気
が
す
る
。魅
⼒
あ
る
公
園
とは
「⼈
が
集
ま
る
公
園
、⼈
を
呼
べ
る
公
園
」で
あ
る
。⼈
が
集
ま
る
た
め
、⼈
を
呼
ぶ
た
め
に
は
何
が
必
要
か
。そ
の
た
め
の
事
務
事

業
、活
動
を
評
価
す
る
指
標
が
「魅
⼒
あ
る
公
園
づ
くり
」を
追
及
す
る
指
標
で
は
な
い
だ
ろ
うか
。　
公
園
リニ
ュ-
ア
ル
計
画
は
具
体
的
計
画
で
な
く基
本
理
念
とい
うこ
とで
、進
捗
を
指
標
とす
る
の
は
難
しい
とい
うこ
とで
あ
る
が
、

計
画
の
特
定
の
作
業
の
進
捗
(例
え
ば
公
園
ポ
テ
ン
シ
ャル
カル
テ
の
作
成
等
)と
い
う捉
え
⽅
は
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
うか
。

27
⑦

満
⾜
度
とい
う主
観
指
標
以
外
に
、地
域
の
公
園
の
利
⽤
者
割
合
や
利
⽤
頻
度
な
どの
指
標
を
設
定
す
べ
き
で
あ
る
。た
だ
し、
ち
び
っこ
プ
ー
ル
利
⽤
者
数
は
、事
業
の
成
果
指
標
で
あ
る
。「
公
園
に
対
す
る
愛
着
」＝
「公
園
整

備
・緑
化
推
進
に
満
⾜
」は
内
容
的
に
異
な
る
。「
公
園
に
魅
⼒
を
感
じて
い
る
市
⺠
の
割
合
」の
ほ
うが
適
当
で
あ
る
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

ご
意
⾒
を
参
考
に
しな
が
ら、
包
括
指
定
管
理
者
が
実
施
して
い
る
利
⽤
満
⾜
度
を
測
る
ア
ン
ケ
ー
ト調
査
等
を
活
⽤
す
る
等
、新
た
な
指
標
の
設
定
を
検
討
して
ま
い
りた
い
。

施
策
名

施
策
の
目
的

部
局
名

施 策 指 標 の 妥 当 性

対
応
す
る

意
⾒
番
号

② ③ ⑤

公
園
・緑
地
の
管
理
に
関
わ
る
ボ
ラン
テ
ィア
数
を
指
標
とし
て
い
る
理
由
とし
て
、公
園
に
対
す
る
地
域
の
愛
着
とい
う視
点
も
含
ん
で
い
る
た
め
、関
係
して
い
る
町
会
・⾃
治
会
数
で
⽰
して
い
る
。指
標
に

つ
い
て
は
、持
続
的
な
賑
わ
い
創
出
に
必
要
な
指
標
を
⾒
い
出
し、
考
え
⽅
を
整
理
した
上
で
、適
切
な
内
容
とな
る
よ
うに
対
応
して
ま
い
りた
い
。

包
括
指
定
管
理
者
が
実
施
して
い
る
利
⽤
満
⾜
度
を
測
る
ア
ン
ケ
ー
ト調
査
等
を
活
⽤
す
る
等
、新
た
な
指
標
の
設
定
を
検
討
して
ま
い
りた
い
。

④

先
ず
は
公
園
を
柔
軟
に
使
い
こな
す
こと
で
賑
わ
い
を
創
出
す
る
こと
を
第
⼀
に
ソ
フト
、ハ
ー
ド、
経
営
の
視
点
か
ら、
公
園
の
基
本
的
な
役
割
で
あ
る
「存
在
効
果
」と
「利
⽤
効
果
」の
向
上
に
取
り組
ん
で

い
る
とこ
ろ
で
あ
る
。そ
こか
らノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し、
持
続
的
な
賑
わ
い
創
出
に
必
要
な
⼆
つ
の
効
果
を
定
量
的
・定
性
的
に
推
し量
り、
指
標
化
す
る
こと
で
、既
存
事
業
及
び
そ
の
構
成
に
反
映
させ
て
い
き

た
い
と考
え
て
い
る
。【
⼀
部
再
掲
】

⑤ ⑦

28 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
２
６
　魅
⼒
あ
る
公
園
づ
くり

市
⺠
に
とっ
て
⾝
近
な
憩
い
の
場
で
あ
る
公
園
等
に
つ
い
て
、地
域
の
景
観
や
特
⾊
を
活
か
し、
市
⺠
の
誰
も
が
安
⼼
して
集
え
る
公
園
・緑
地
を
整
備
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】環
境
経
済
部
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒
番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

27
①

⼤
規
模
リニ
ュー
ア
ル
の
計
画
が
規
定
路
線
で
あ
る
の
な
らば
、増
加
とな
る
。

27
②

包
括
管
理
委
託
、指
定
管
理
制
度
実
施
に
よ
る
経
費
節
減
と区
画
整
理
地
区
で
の
公
園
新
設
で
の
新
規
投
資
の
双
⽅
が
⾒
込
ま
れ
る
た
め
。

27
③

現
状
で
は
維
持
で
よ
い
と思
うが
、将
来
的
に
は
指
定
管
理
制
度
な
どに
よ
り減
少
で
よ
い
と思
った
。

27
④

事
業
を
積
極
的
に
進
め
て
頂
き
た
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、「
指
定
管
理
制
度
」も
導
⼊
して
い
る
の
で
、当
⾯
は
現
状
維
持
で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。た
だ
、公
園
リニ
ュー
ア
ル
に
際
して
は
⼀
定
の
増
加
を
⾒
込
ま
な
くて
は
な
らな

い
と考
え
る
が
、リ
ニ
ュー
ア
ル
の
際
に
は
、公
園
の
機
能
とし
て
、災
害
時
の
避
難
所
とし
て
の
機
能
を
どの
公
園
に
も
盛
り込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

27
⑤

妥
当
で
あ
る
。

27
⑥

ち
び
っこ
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、漫
然
と補
助
⾦
事
業
を
継
続
す
る
の
で
な
く、
な
る
べ
く早
く町
会
等
と⾒
直
しの
⽅
向
性
を
検
討
す
る
べ
き
。ま
た
、廃
⽌
の
⽅
向
性
に
な
った
場
合
の
撤
去
費
⽤
や
噴
⽔
公
園
等
へ
の
転
換
費
⽤
等

も
想
定
され
る
こと
か
ら、
そ
の
視
点
で
の
予
算
検
討
も
必
要
。

27
⑦

令
和
５
年
度
は
包
括
指
定
管
理
者
に
業
務
委
託
した
結
果
、約
２
,１
０
０
万
円
の
コス
ト削
減
が
図
られ
た
との
こと
。今
後
当
分
は
、委
託
業
務
の
増
加
に
よ
る
委
託
費
⽤
増
は
コス
トダ
ウ
ン
に
よ
り相
殺
され
る
との
こと
な
の

で
現
状
で
良
い
と思
う。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

施
策
名

施
策
の
目
的

部
局
名

資 源 の 方 向 性 （ 予 算 ）

対
応
す
る

意
⾒
番
号

公
園
利
⽤
を
促
す
利
⽤
プ
ログ
ラム
の
導
⼊
を
図
る
社
会
実
験
等
を
通
じて
、平
時
で
の
公
園
利
活
⽤
が
、災
害
時
に
お
け
る
迅
速
な
⼀
時
避
難
に
も
繋
が
る
も
の
で
あ
る
と捉
え
て
い
る
。し
か
しな
が
ら、
本

市
の
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
は
、公
園
は
あ
くま
で
も
⼀
時
避
難
場
所
とし
て
の
位
置
付
け
で
あ
り、
指
定
避
難
場
所
とは
な
って
い
な
い
た
め
、災
害
時
の
避
難
を
⼀
律
に
求
め
る
の
は
、⾮
常
に
難
しい
点

が
あ
る
。公
園
内
で
の
防
災
倉
庫
の
設
置
に
つ
い
て
は
、既
に
許
可
して
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こと
か
ら、
改
修
す
る
際
の
ワ
ー
クシ
ョッ
プ
に
お
い
て
は
、防
災
の
視
点
も
検
討
に
含
め
な
が
ら、
対
応
して
ま
い
りた

い
。

④

ち
び
っ⼦
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、⽼
朽
化
、運
営
⾯
で
の
担
い
⼿
不
⾜
等
の
課
題
、市
⺠
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
どに
柔
軟
に
対
応
が
必
要
で
あ
る
こと
は
認
識
して
い
る
。引
き
続
き
、運
営
を
担
って
い
る
各
町
会
と

も
今
後
の
⽅
向
性
に
つ
い
て
意
⾒
交
換
を
⾏
い
な
が
ら、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
⽅
策
を
探
って
ま
い
りた
い
。【
再
掲
】

⑥

29 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
２
６
　魅
⼒
あ
る
公
園
づ
くり

市
⺠
に
とっ
て
⾝
近
な
憩
い
の
場
で
あ
る
公
園
等
に
つ
い
て
、地
域
の
景
観
や
特
⾊
を
活
か
し、
市
⺠
の
誰
も
が
安
⼼
して
集
え
る
公
園
・緑
地
を
整
備
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】環
境
経
済
部
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒
番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

28
①

人
員
増
加
の
必
要
性
は
認
め
られ
な
い
。

28
②

施
策
展
開
の
局
⾯
を
踏
ま
え
、⼀
時
的
に
急
に
人
員
投
⼊
を
要
す
る
こと
とは
な
らな
い
よ
う管
理
され
て
い
る
。

28
③

特
に
急
ぎ
の
仕
事
は
な
い
が
、条
例
の
改
正
等
が
あ
る
よ
うな
の
で
。

28
④

「維
持
」と
判
断
す
る
。

28
⑤

妥
当
で
あ
る
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

施
策
名

施
策
の
目
的

部
局
名

資 源 の 方 向 性 （ 人 員 ）

対
応
す
る

意
⾒
番
号

30 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
２
６
　魅
⼒
あ
る
公
園
づ
くり

市
⺠
に
とっ
て
⾝
近
な
憩
い
の
場
で
あ
る
公
園
等
に
つ
い
て
、地
域
の
景
観
や
特
⾊
を
活
か
し、
市
⺠
の
誰
も
が
安
⼼
して
集
え
る
公
園
・緑
地
を
整
備
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】環
境
経
済
部
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒

番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

28
①

社
会
実
験
を
通
して
、公
園
の
魅
⼒
・使
い
⽅
の
発
信
や
、単
発
型
の
集
客
イベ
ン
トだ
け
で
な
く、
普
段
使
い
の
公
園
、愛
着
の
あ
る
公
園
とし
て
利
⽤
して
も
らう
よ
うな
取
り組
み
を
進
め
て
頂
き
た
い
。地
域
の
⾝
近
な
公
園
が
、

親
しみ
や
す
く魅
⼒
的
な
場
所
とし
て
維
持
され
活
⽤
され
て
い
くた
め
に
は
、地
域
住
⺠
が
主
体
的
に
関
与
して
い
くこ
とが
望
ま
れ
る
。今
回
の
ヒア
リン
グ
で
、従
来
の
⾏
政
主
導
か
ら転
換
し、
地
域
と市
が
協
働
し、
市
⺠
の
視
点

か
ら公
園
の
管
理
・運
営
を
⾏
え
る
公
園
づ
くり
が
実
施
され
て
い
る
こと
が
伺
え
た
。今
後
も
多
種
多
様
な
パ
ー
トナ
-と
連
携
して
地
域
毎
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
個
性
あ
る
魅
⼒
的
な
公
園
づ
くり
、地
域
住
⺠
の
レ
クリ
エ
ー
シ
ョン
の
場

や
都
市
環
境
の
改
善
、防
災
性
の
向
上
、多
様
な
⽣
物
の
確
保
に
務
め
て
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、市
⺠
ニ
ー
ズ
を
把
握
し、
公
園
事
業
全
体
の
中
で
、効
果
が
⾼
い
事
業
に
資
源
の
集
中
化
を
図
る
こと
が
重
要
で
あ
る
と思
料
す

る
。

28
②

本
施
策
で
は
指
定
管
理
者
制
度
を
⼤
き
く活
⽤
す
る
。指
定
管
理
者
制
度
⼀
般
の
議
論
とし
て
、⼀
者
応
募
とな
った
場
合
に
は
、次
の
期
の
募
集
で
は
競
争
が
担
保
され
る
べ
く複
数
者
応
募
とな
る
よ
う、
募
集
要
項
・仕
様
書

の
点
検
が
早
期
に
⾏
わ
れ
る
こと
が
期
待
され
る
。

28
③

な
る
べ
く早
く、
公
園
利
⽤
か
ら得
られ
る
収
益
の
使
途
を
しっ
か
りと
指
定
して
、指
定
管
理
制
度
を
導
⼊
した
ほ
うが
よ
い
。

28
④

⼾
⽥
市
の
公
園
は
よ
く管
理
され
安
⼼
して
集
え
る
場
所
に
な
って
い
る
と思
う。
ち
び
っこ
プ
ー
ル
を
継
続
す
る
場
合
の
町
会
の
負
担
を
どう
軽
減
す
る
か
を
⾒
守
りた
い
。

28
⑤

ち
び
っこ
プ
ー
ル
は
「不
要
」が
「必
要
」を
⼤
き
く上
回
って
い
る
。多
様
な
市
⺠
の
意
⾒
を
踏
ま
え
な
が
ら、
市
とし
て
補
助
制
度
を
⾒
直
す
時
期
に
来
て
い
る
。

28
⑥

「公
園
の
清
掃
管
理
に
携
わ
る
ボ
ラン
テ
ィア
団
体
」の
算
出
⽅
法
に
違
和
感
が
あ
る
。

28
⑦

⼾
⽥
公
園
に
市
有
地
が
あ
る
か
不
明
との
こと
で
あ
った
が
、⾼
台
広
場
の
全
１
２
，
０
０
０
㎡
は
す
べ
て
市
有
地
の
よ
うで
あ
る
(「
ボ
ー
トの
ま
ち
」の
未
来
を
⾒
据
え
た
ま
ち
づ
くり
に
関
す
る
研
究
２
０
１
８
よ
り)
。現
在
は
近
所

の
市
⺠
が
ゲ
ー
トボ
ー
ル
な
どで
使
⽤
して
い
る
だ
け
の
よ
うで
あ
る
が
、同
研
究
で
は
「⽔
辺
環
境
を
活
か
した
公
園
整
備
計
画
」を
検
討
した
よ
うで
あ
る
。ボ
ー
トコ
ー
ス
を
中
⼼
とし
た
⼾
⽥
公
園
に
つ
い
て
は
、こ
の
ほ
か
に
も
幾
つ
か

の
検
討
事
例
が
あ
る
よ
うで
あ
る
。⼾
⽥
公
園
の
市
管
理
化
は
施
策
の
ター
ゲ
ット
に
加
え
て
ほ
しい
。 意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

今
後
も
ソ
フト
、ハ
ー
ド、
経
営
の
３
つ
の
視
点
で
総
合
的
に
取
り組
む
こと
とし
、残
り7
5公
園
へ
の
包
括
指
定
管
理
の
導
⼊
を
図
る
公
園
経
営
を
執
り進
め
、更
な
る
賑
わ
い
創
出
と管
理
運
営
の
効
率
化

を
図
って
ま
い
りた
い
。利
⽤
プ
ログ
ラム
の
導
⼊
を
図
る
社
会
実
験
で
は
、新
た
な
市
⺠
活
動
団
体
が
⽣
ま
れ
、町
会
等
の
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
り、
イベ
ン
トの
運
営
を
⾏
い
、⽂
化
や
背
景
が
異
な
る
団
体
が

組
み
合
って
の
体
制
づ
くり
や
最
適
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
が
図
られ
、持
続
的
な
賑
わ
い
創
出
の
実
現
に
向
け
た
特
⾊
あ
る
コン
テ
ン
ツが
形
成
され
る
な
ど、
他
の
市
⺠
活
動
団
体
の
ポ
テ
ン
シ
ャル
を
引
き
出

す
相
乗
効
果
が
⽣
じた
と捉
え
て
い
る
。今
後
も
市
⺠
や
団
体
・事
業
者
の
⽅
々
に
とっ
て
、公
園
利
活
⽤
が
図
られ
や
す
い
公
園
づ
くり
を
進
め
、地
域
に
持
続
的
な
賑
わ
い
を
⽣
み
出
して
ま
い
りた
い
。

公
園
・緑
地
の
管
理
に
関
わ
る
ボ
ラン
テ
ィア
数
を
指
標
とし
て
い
る
理
由
とし
て
、公
園
に
対
す
る
地
域
の
愛
着
とい
う視
点
も
含
ん
で
い
る
た
め
、関
係
して
い
る
町
会
・⾃
治
会
数
で
⽰
して
い
る
。指
標
に
つ

い
て
は
、持
続
的
な
賑
わ
い
創
出
に
必
要
な
指
標
を
⾒
い
出
し、
考
え
⽅
を
整
理
した
上
で
、適
切
な
内
容
とな
る
よ
うに
対
応
して
ま
い
りた
い
。【
再
掲
】

県
営
⼾
⽥
公
園
は
県
の
都
市
公
園
で
あ
り、
市
の
公
園
で
は
な
い
た
め
、市
有
地
に
関
して
不
明
と申
し上
げ
た
。平
成
25
年
度
ま
ち
づ
くり
戦
略
会
議
「⼾
⽥
ボ
ー
トコ
ー
ス
の
⽔
辺
環
境
を
活
か
した
ま
ち
づ

くり
に
関
す
る
研
究
」に
お
い
て
、⾼
台
広
場
周
辺
の
市
有
地
（
12
,0
00
㎡
）
を
確
認
した
が
、既
に
県
の
都
市
公
園
とし
て
利
⽤
され
て
い
る
こと
か
ら、
都
市
公
園
法
に
則
った
活
⽤
を
県
の
公
園
管
理
者

が
⾏
うこ
とが
適
切
と考
え
る
。そ
の
た
め
、市
有
地
を
市
が
管
理
す
る
こと
に
つ
い
て
は
、参
考
の
ご
意
⾒
とし
て
承
った
。

施
策
名

施
策
の
目
的

部
局
名

外 部 評 価 委 員 の コ メ ン ト

対
応
す
る

意
⾒
番
号

⑦① ⑥

31 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
３
１
　地
域
資
源
を
活
用
した
観
光
振
興
の
推
進

⼾
⽥
橋
花
⽕
⼤
会
、⼾
⽥
ボ
ー
トコ
ー
ス
、彩
湖
・道
満
グ
リー
ン
パ
ー
クな
どの
地
域
資
源
を
観
光
振
興
の
観
点
か
ら活
用
を
図
る
こと
に
よ
り、
⼾
⽥
市
へ
の
愛
着
を
育
み
、市
内
外
の
誰
も
が
観
光
を
楽
し

め
る
環
境
を
整
備
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】環
境
経
済
部
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒

番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

31
①

観
光
振
興
は
す
ぐ結
果
が
出
る
よ
うな
も
の
で
は
な
い
た
め
、現
在
⾏
って
い
る
事
業
を
中
⼼
に
事
業
を
実
施
して
い
くの
が
よ
い
と思
う。

31
②

⼾
⽥
市
へ
の
愛
着
を
⾼
め
る
た
め
の
⼿
段
とし
て
、花
⽕
⼤
会
の
開
催
が
メイ
ン
の
よ
うで
あ
る
が
、イ
ベ
ン
トを
楽
しむ
だ
け
で
愛
着
に
つ
な
が
って
い
る
か
の
確
証
は
な
い
。地
域
の
様
々
な
⾏
事
（
お
祭
り等
）
に
、⼦
ども
の
頃
か
ら

参
加
す
る
な
ど、
⽣
涯
学
習
や
学
校
教
育
の
側
⾯
か
らも
市
⺠
の
愛
着
を
⾼
め
る
⼿
段
は
あ
る
が
、そ
れ
らが
⾒
受
け
られ
な
い
。

31
③

⼾
⽥
市
の
イベ
ン
トの
代
名
詞
で
も
あ
る
「⼾
⽥
橋
花
⽕
⼤
会
」の
定
期
開
催
は
、市
外
か
らの
来
訪
者
増
に
直
結
す
る
た
め
、そ
の
観
光
効
果
と経
済
効
果
とい
う視
点
で
も
極
め
て
有
効
と確
信
して
い
る
。さ
らに
、⼾
⽥
市
の
地

域
資
源
で
も
あ
る
「彩
湖
・道
満
グ
リー
ン
パ
ー
ク」
の
活
用
の
仕
⽅
な
ども
、他
の
⾃
治
体
で
は
真
似
が
出
来
な
い
イベ
ン
トも
企
画
され
て
お
り、
こち
らも
今
後
の
展
開
に
注
目
して
い
る
。た
だ
そ
の
⼀
⽅
で
、「
⼾
⽥
ボ
ー
トコ
ー
ス
」

を
活
用
した
イベ
ン
ト等
が
少
な
い
よ
うに
思
うの
で
、そ
れ
を
踏
ま
え
て
、「
改
善
（
小
）
」と
判
断
す
る
。

31
④

新
た
な
地
域
資
源
の
掘
り起
こし
に
よ
り更
に
活
⼒
溢
れ
る
⼾
⽥
市
に
な
る
こと
に
期
待
す
る
。

31
⑤

「観
光
振
興
」は
、⼀
般
的
に
は
「市
外
客
」を
対
象
とす
る
「シ
テ
ィー
セ
ー
ル
ス
」的
な
施
策
を
指
す
と理
解
す
る
が
、本
市
の
場
合
、「
市
⺠
」を
対
象
とし
た
「市
⺠
交
流
事
業
（
再
掲
事
業
）
」等
も
含
め
た
広
い
概
念
に
よ
る
独

⾃
の
定
義
とな
って
い
る
。従
って
本
施
策
は
再
掲
事
業
の
構
成
割
合
も
⾼
くな
る
た
め
、各
再
掲
事
業
に
お
い
て
も
本
施
策
効
果
を
意
識
させ
る
⼀
層
の
連
携
が
必
要
に
な
る
。

　ま
た
、上
記
の
通
りの
定
義
とす
る
な
らば
、本
施
策
（
施
策
３
１
）
と施
策
３
２
の
施
策
目
的
に
重
複
感
が
あ
る
た
め
、再
整
理
が
必
要
で
は
な
い
か
（
どち
らも
「⼾
⽥
市
へ
の
愛
着
」醸
成
を
目
的
に
して
い
る
。）
例
え
ば
、

施
策
３
２
の
構
成
事
業
で
あ
る
「⼾
⽥
ふ
る
さと
祭
り」
は
、本
施
策
の
再
掲
で
な
く、
「⼾
⽥
花
⽕
⼤
会
」と
同
様
の
全
市
に
お
け
る
興
⾏
イベ
ン
トと
して
、本
施
策
（
施
策
３
１
）
に
移
管
して
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　「
観
光
振
興
」と
深
く関
係
す
る
事
業
とし
て
、ふ
る
さと
納
税
（
⼿
ぶ
らで
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、花
⽕
チ
ケ
ット
）
や
⼾
⽥
Ｐ
Ｒ
⼤
使
が
考
え
られ
る
が
、再
掲
事
業
とし
て
の
記
載
な
し。
も
う少
し幅
広
・柔
軟
に
構
成
事
務
事
業
を
⽴
案
し

て
ほ
しい
。

31
⑥

本
施
策
は
２
件
の
事
務
事
業
と６
件
の
再
掲
事
務
事
業
か
ら成
り⽴
って
い
る
が
、直
接
成
果
に
⾄
る
ま
で
互
い
に
関
連
な
く独
⽴
して
進
め
、中
間
成
果
に
⾄
って
３
つ
の
成
果
に
集
約
され
る
ス
トー
リー
とな
って
い
る
。す
な
わ

ち
、互
い
に
独
⽴
して
事
業
を
⾏
い
、成
果
を
寄
せ
集
め
て
最
終
成
果
に
す
る
とい
うも
の
で
あ
る
。施
策
とし
て
の
統
⼀
性
、⽅
向
性
、連
携
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
と思
わ
れ
る
。

　施
策
で
は
市
内
観
光
ス
ポ
ット
や
イベ
ン
トに
⼈
を
呼
ぶ
こと
と、
市
⺠
の
地
域
へ
の
愛
着
向
上
、地
域
の
魅
⼒
を
知
る
機
会
の
提
供
が
２
本
柱
とし
て
うた
わ
れ
て
い
る
が
、担
当
部
⾨
で
は
集
客
に
注
⼒
して
い
る
との
こと
で
あ
っ

た
。観
光
事
業
の
先
に
シ
テ
ィー
セ
ー
ル
ス
的
な
事
業
を
感
じて
は
い
る
が
現
状
で
の
対
応
は
難
しい
との
こと
で
あ
った
。そ
の
よ
うな
場
合
の
再
掲
事
務
事
業
と思
わ
れ
る
の
で
事
務
事
業
と再
掲
事
務
事
業
の
連
携
が
うま
く進
む
こと

を
望
む
。

　観
光
ス
ポ
ット
や
イベ
ン
トへ
の
集
客
が
、最
終
的
に
経
済
効
果
の
向
上
に
つ
な
が
る
こと
を
期
待
して
い
る
との
こと
で
あ
った
。こ
の
よ
うな
期
待
領
域
が
ハ
ッキ
リし
て
い
る
の
な
ら、
ロジ
ック
・モ
デ
ル
シ
ー
トに
反
映
して
も
良
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
うか
。

31
⑦

商
店
街
振
興
に
か
か
る
プ
レ
ミア
ム
商
品
券
発
⾏
事
業
（
TO
D
AP
AY
）
か
らの
市
内
観
光
へ
の
寄
与
や
ふ
る
さと
納
税
に
お
け
る
イベ
ン
ト消
費
型
の
観
光
へ
の
寄
与
が
考
え
られ
る
。こ
れ
らは
す
で
に
実
施
され
て
い
る
事
業
で
あ

る
。そ
れ
らを
再
考
した
ロジ
ック
・モ
デ
ル
シ
ー
ト上
の
再
デ
ザ
イン
が
必
要
で
あ
ろ
う。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

イベ
ン
トを
通
じた
愛
着
度
の
増
進
に
つ
い
て
、⽣
涯
学
習
や
学
校
教
育
の
分
野
に
お
い
て
は
所
管
が
異
な
る
た
め
現
時
点
で
の
連
携
は
難
しい
と考
え
ま
す
。し
か
しな
が
ら、
花
⽕
⼤
会
に
お
い
て
は
令
和
４

年
度
に
市
内
小
学
⽣
向
け
の
花
⽕
⼤
会
プ
レ
イベ
ン
トを
実
施
し、
ま
た
、令
和
５
年
度
に
は
新
成
⼈
を
花
⽕
⼤
会
当
⽇
に
招
待
した
ほ
か
、市
内
小
学
校
か
らの
依
頼
に
よ
り花
⽕
の
魅
⼒
を
お
伝
え
す
る

出
前
講
座
の
実
施
等
に
よ
り花
⽕
⼤
会
の
魅
⼒
を
伝
え
て
き
た
こと
か
ら、
令
和
６
年
度
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
市
⺠
の
愛
着
を
⾼
め
る
⼿
段
を
研
究
して
ま
い
りま
す
。

施
策
３
１
の
内
容
に
つ
き
ま
して
は
、い
た
だ
い
た
ご
意
⾒
を
参
考
とさ
せ
て
い
た
だ
き
、第
5次
総
合
振
興
計
画
の
改
定
時
に
記
載
内
容
の
精
査
を
検
討
して
ま
い
りま
す
。

他
部
署
との
連
携
に
よ
り、
よ
り効
果
的
に
市
⺠
の
愛
着
度
を
向
上
させ
る
こと
が
で
き
る
こと
か
ら、
い
た
だ
い
た
ご
意
⾒
を
参
考
とさ
せ
て
い
た
だ
き
、他
部
署
との
連
携
や
ロジ
ック
モ
デ
ル
シ
ー
トへ
の
追
加
も
検

討
して
ま
い
りま
す
。

い
た
だ
い
た
ご
意
⾒
を
参
考
とさ
せ
て
い
た
だ
き
、ロ
ジ
ック
モ
デ
ル
シ
ー
トへ
反
映
して
ま
い
りま
す
。

施
策
名

部
局
名

施
策
の
目
的

対
応
す
る

意
⾒
番
号

② ⑤ ⑦

事 務 事 業 の 妥 当 性

⑥
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〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
３
１
　地
域
資
源
を
活
用
した
観
光
振
興
の
推
進

⼾
⽥
橋
花
⽕
⼤
会
、⼾
⽥
ボ
ー
トコ
ー
ス
、彩
湖
・道
満
グ
リー
ン
パ
ー
クな
どの
地
域
資
源
を
観
光
振
興
の
観
点
か
ら活
用
を
図
る
こと
に
よ
り、
⼾
⽥
市
へ
の
愛
着
を
育
み
、市
内
外
の
誰
も
が
観
光
を
楽
し

め
る
環
境
を
整
備
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】環
境
経
済
部
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒
番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

32
①

「フ
ィル
ム
コミ
ッシ
ョン
撮
影
件
数
」は
ア
ウ
トプ
ット
指
標
の
た
め
、施
策
指
標
とし
て
は
適
切
で
な
い
。

32
②

現
在
、設
定
され
て
い
る
「愛
着
」を
指
標
とし
て
採
用
し続
け
る
場
合
は
、デ
ー
タ収
集
で
用
い
る
質
問
紙
調
査
の
段
階
で
、そ
の
理
由
を
問
う選
択
肢
設
問
を
設
計
して
、本
施
策
が
⽴
脚
す
る
観
光
イベ
ン
トか
らの
寄
与
度
合

い
を
測
る
こと
が
期
待
され
る
。

32
③

愛
着
と住
み
続
け
た
い
が
直
接
的
に
つ
な
が
らな
い
よ
うに
感
じる
。

32
④

現
在
、設
定
され
て
い
る
指
標
も
重
要
で
あ
る
が
、地
域
資
源
を
活
用
した
イベ
ン
トを
事
業
とし
て
⾏
って
い
る
の
で
あ
れ
ば
、指
標
の
設
定
に
、例
え
ば
、「
⼾
⽥
橋
花
⽕
⼤
会
の
満
⾜
度
調
査
」や
、⼾
⽥
市
⺠
に
「⼾
⽥
市
とい

え
ば
」と
い
った
ア
ン
ケ
ー
トを
⾏
うな
どし
て
、⼾
⽥
市
⺠
が
⾼
い
意
識
を
持
って
い
る
モ
ノに
も
着
目
し、
そ
の
分
野
を
伸
ば
す
よ
うに
して
い
くの
も
有
りだ
と考
え
、そ
れ
を
踏
ま
え
て
、「
改
善
（
⼩
）
」と
判
断
す
る
。

32
⑤

⼾
⽥
市
に
愛
着
を
感
じる
こと
と住
み
続
け
た
い
と感
じる
こと
は
イコ
ー
ル
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

32
⑥

「観
光
振
興
」で
あ
る
な
らば
、経
済
効
果
的
な
も
の
や
シ
テ
ィー
セ
ー
ル
ス
的
な
視
点
の
定
量
指
標
を
掲
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
（
フィ
ル
ム
コミ
ッシ
ョン
も
誘
致
件
数
だ
け
で
な
く、
そ
の
先
に
あ
る
「聖
地
巡
礼
に
よ
る
経
済
効
果
」等

を
意
識
す
る
べ
き
。）

32
⑦

施
策
指
標
「⼾
⽥
市
に
愛
着
を
感
じて
い
る
割
合
」を
市
⺠
意
識
調
査
結
果
か
ら算
定
して
い
る
が
、関
連
す
る
再
掲
事
務
事
業
で
は
具
体
的
指
標
とし
て
提
出
して
い
る
。こ
れ
らに
基
づ
い
て
施
策
指
標
を
算
定
す
る
こと
は
で
き

な
い
か
検
討
す
べ
き
と思
う。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

フィ
ル
ム
コミ
ッシ
ョン
事
業
は
、市
内
の
魅
⼒
を
全
国
に
発
信
す
る
こと
が
で
き
、場
合
に
よ
って
は
聖
地
巡
礼
とし
て
多
くの
観
光
客
を
呼
び
込
む
こと
が
で
き
る
事
業
と捉
え
て
お
りま
す
。い
た
だ
い
た
ご
意
⾒
を

参
考
とさ
せ
て
い
た
だ
き
、ア
ウ
トプ
ット
指
標
とな
らな
い
よ
う、
よ
り適
した
施
策
指
標
を
今
後
検
討
して
ま
い
りま
す
。

指
標
を
経
済
効
果
と結
び
付
け
て
考
え
て
い
くこ
とは
重
要
と捉
え
て
お
りま
す
。シ
テ
ィセ
ー
ル
ス
に
つ
い
て
は
所
管
が
異
な
りま
す
が
、い
た
だ
い
た
ご
意
⾒
を
参
考
とさ
せ
て
い
た
だ
き
、今
後
は
連
携
で
き
る
部
分

を
検
討
して
ま
い
りま
す
。

い
た
だ
い
た
ご
意
⾒
を
参
考
とさ
せ
て
い
た
だ
き
、他
部
署
との
連
携
に
よ
る
指
標
設
定
を
今
後
検
討
して
ま
い
りま
す
。

転
出
⼊
が
多
く、
地
域
へ
の
愛
着
が
育
ま
れ
に
くい
地
域
特
性
か
ら、
市
⺠
の
愛
着
度
を
⾼
め
る
こと
が
⼤
切
と捉
え
て
い
ま
す
。愛
着
度
が
⾼
ま
る
結
果
とし
て
、離
れ
が
た
い
故
郷
とな
り、
住
み
続
け
た
い
と

思
って
い
た
だ
け
る
も
の
と捉
え
て
お
りま
す
。

施
策
名

施
策
の
目
的

部
局
名

施 策 指 標 の 妥 当 性

対
応
す
る

意
⾒
番
号

① ③ ⑤ ⑥ ⑦
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〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
３
１
　地
域
資
源
を
活
用
した
観
光
振
興
の
推
進

⼾
⽥
橋
花
⽕
⼤
会
、⼾
⽥
ボ
ー
トコ
ー
ス
、彩
湖
・道
満
グ
リー
ン
パ
ー
クな
どの
地
域
資
源
を
観
光
振
興
の
観
点
か
ら活
用
を
図
る
こと
に
よ
り、
⼾
⽥
市
へ
の
愛
着
を
育
み
、市
内
外
の
誰
も
が
観
光
を
楽
し

め
る
環
境
を
整
備
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】環
境
経
済
部
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒
番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

32
①

本
施
策
の
中
核
とな
る
イベ
ン
ト経
費
は
⼈
件
費
⽔
準
の
上
昇
か
ら拡
⼤
が
⾒
込
ま
れ
る
た
め
。

32
②

予
算
を
増
や
す
必
要
性
は
認
め
られ
な
い
。

32
③

特
に
新
しい
事
業
を
⾏
うこ
とは
な
い
よ
うで
あ
る
た
め
。

32
④

現
状
の
事
業
を
継
続
して
い
く必
要
が
あ
る
と判
断
し「
維
持
」と
す
る
。ま
た
、原
材
料
・⼈
件
費
の
⾼
騰
な
どか
ら各
イベ
ン
トの
予
算
の
増
加
が
⾒
込
ま
れ
る
が
、協
賛
⾦
を
募
る
な
ど効
率
的
な
運
営
⽅
法
に
期
待
して
い
る
。

32
⑤

妥
当
で
あ
る
。

32
⑥

⼾
⽥
花
⽕
⼤
会
に
掛
か
る
予
算
が
従
来
⽐
倍
増
して
い
る
が
、花
⽕
全
体
予
算
に
占
め
る
税
⾦
外
収
⼊
（
チ
ケ
ット
収
⼊
、協
賛
⾦
）
が
1/
5程
度
と少
な
い
。今
後
の
税
⾦
⽀
出
を
抑
え
る
⼯
夫
・努
⼒

を
引
き
続
き
お
願
い
した
い
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

近
年
、⼈
件
費
や
物
価
⾼
騰
、警
備
強
化
等
の
理
由
に
よ
り花
⽕
⼤
会
全
体
経
費
が
上
が
り続
け
て
い
ま
す
。全
体
予
算
が
上
が
る
と収
⼊
の
割
合
が
少
な
くな
って
い
くこ
とか
ら、
ご
指
摘
の
とお
り予
算
全

体
を
ま
か
な
え
る
だ
け
の
収
⼊
は
確
保
で
き
て
お
りま
せ
ん
。令
和
６
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、経
費
の
精
査
を
⾏
い
な
が
ら、
有
料
席
や
協
賛
⾦
な
どの
収
⼊
を
確
保
で
き
る
よ
う引
き
続
き
努
⼒
して
ま
い
りま

す
。

施
策
名

施
策
の
目
的

部
局
名

資 源 の 方 向 性 （ 予 算 ）

対
応
す
る

意
⾒
番
号

⑥

34 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
３
１
　地
域
資
源
を
活
用
した
観
光
振
興
の
推
進

⼾
⽥
橋
花
⽕
⼤
会
、⼾
⽥
ボ
ー
トコ
ー
ス
、彩
湖
・道
満
グ
リー
ン
パ
ー
クな
どの
地
域
資
源
を
観
光
振
興
の
観
点
か
ら活
用
を
図
る
こと
に
よ
り、
⼾
⽥
市
へ
の
愛
着
を
育
み
、市
内
外
の
誰
も
が
観
光
を
楽
し

め
る
環
境
を
整
備
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】環
境
経
済
部
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒
番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

33
①

予
算
を
増
や
す
必
要
性
は
認
め
られ
な
い
。

33
②

管
理
コス
トの
⼤
幅
な
拡
⼤
の
必
要
性
は
⾒
込
ま
れ
な
い
。

33
③

特
に
新
しい
事
業
を
⾏
うこ
とは
な
い
よ
うで
あ
る
た
め
。

33
④

人
件
費
が
高
くな
って
い
る
状
況
で
は
あ
る
が
、今
後
も
事
業
を
展
開
して
い
く必
要
が
あ
る
為
「維
持
」と
判
断
す
る
。

33
⑤

妥
当
で
あ
る
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

施
策
名

施
策
の
目
的

部
局
名

資 源 の 方 向 性 （ 人 員 ）

対
応
す
る

意
⾒
番
号

35 



〇
令
和
５
年
度
⼾
⽥
市
外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画
表
（
評
価
対
象
年
度
︓
令
和
４
年
度
）

施
策
３
１
　地
域
資
源
を
活
用
した
観
光
振
興
の
推
進

⼾
⽥
橋
花
⽕
⼤
会
、⼾
⽥
ボ
ー
トコ
ー
ス
、彩
湖
・道
満
グ
リー
ン
パ
ー
クな
どの
地
域
資
源
を
観
光
振
興
の
観
点
か
ら活
用
を
図
る
こと
に
よ
り、
⼾
⽥
市
へ
の
愛
着
を
育
み
、市
内
外
の
誰
も
が
観
光
を
楽
し

め
る
環
境
を
整
備
しま
す
。

【中
心
とな
る
部
局
】環
境
経
済
部
　【
関
係
す
る
部
局
】

評
価
項
目

記
載

ペ
ー
ジ

意
⾒

番
号

外
部
評
価
委
員
会
の
意
⾒

33
①

⺠
泊
の
動
向
に
つ
い
て
は
（
保
健
所
設
置
市
で
な
い
た
め
旅
館
業
法
な
どの
規
制
権
限
か
ら把
握
が
難
しい
か
も
しれ
な
い
が
）
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド事
業
の
推
進
か
否
か
の
判
断
の
前
に
、現
状
把
握
を
⾏
う必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
うか
。

　ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
領
域
や
、緑
・公
園
の
政
策
の
領
域
な
ど、
本
施
策
シ
ー
ト上
で
は
「再
掲
」事
業
とな
る
も
の
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、本
施
策
推
進
の
⽴
場
か
らの
部
⾨
間
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
が
進
む
こと
を
期
待
した
い
。

33
②

本
施
策
に
つ
い
て
は
、⼾
⽥
市
の
地
域
資
源
を
、「
観
光
資
源
とし
て
の
価
値
」を
、い
か
に
⾒
出
して
い
くか
が
重
要
で
あ
る
と考
え
て
い
る
。展
開
中
の
事
業
展
開
に
⼤
い
に
期
待
して
い
る
。ま
た
、⼾
⽥
公
園
駅
前
に
あ
る
「ト
ビッ

ク」
の
運
営
に
つ
い
て
、ぜ
ひ
、「
とだ
PR
⼤
使
」と
の
連
携
に
も
期
待
した
い
。⼾
⽥
市
の
観
光
⼒
強
化
は
「駅
前
か
ら」
とい
うテ
ー
マ
で
、⼾
⽥
公
園
駅
前
か
ら、
観
光
客
増
加
を
訴
求
す
る
とい
うの
も
極
め
て
効
果
が
あ
る
も
の
と思

料
して
い
る
。

33
③

観
光
振
興
と地
域
（
市
内
）
振
興
が
混
在
化
して
お
り、
⼗
分
な
整
理
が
必
要
で
あ
る
。評
価
しづ
らい
施
策
で
あ
る
。

33
④

事
前
質
問
N
o.
４
とN
o.
１
１
に
関
して
、当
市
の
「観
光
振
興
事
業
・観
光
資
源
」の
定
義
と「
観
光
⼊
込
客
数
」の
対
象
が
⼀
致
して
い
な
い
。（
⼊
込
客
数
に
、⼾
⽥
ボ
ー
トコ
ー
ス
が
⼊
って
い
な
い
。再
掲
事
業
外
の
植
⽊

市
が
⼊
って
い
る
。等
）

33
⑤

何
れ
の
施
策
で
も
同
様
だ
が
、事
務
事
業
そ
の
も
の
は
⼀
⽣
懸
命
に
取
り組
み
相
応
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
が
、施
策
全
体
とし
て
⾒
た
場
合
の
寄
与
度
、評
価
や
反
省
は
バ
ラバ
ラの
よ
うに
思
う。
す
べ
て
担
当
部
⾨
の
事
務
事
業

で
構
成
され
て
い
る
施
策
は
評
価
・反
省
も
詳
細
に
⾏
わ
れ
て
い
る
が
、再
掲
事
務
事
業
が
共
存
した
場
合
、そ
の
評
価
や
進
捗
、反
省
は
⼗
分
に
な
され
て
い
な
い
よ
うな
気
が
す
る
。他
部
⾨
ゆ
え
の
理
解
不
⾜
や
遠
慮
は
あ
る
だ

ろ
うが
、施
策
の
遂
⾏
に
は
再
掲
事
務
事
業
の
詳
細
な
把
握
は
必
要
と思
う。
その
際
の
ロジ
ック
・モ
デ
ル
シ
ー
トは
、様
々
な
部
者
の
事
務
事
業
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し、
部
⾨
横
断
的
な
職
務
遂
⾏
に
明
確
な
⽅
向
性
を
与
え

る
も
の
だ
と思
う。
事
業
の
位
置
づ
け
も
明
確
に
で
き
る
訳
だ
し、
⼤
い
に
活
用
す
べ
き
と考
え
る
。

意
⾒
に
対
す
る
⾏
動
計
画

⺠
泊
の
動
向
に
つ
い
て
は
把
握
して
お
りま
せ
ん
。し
か
しな
が
ら、
観
光
振
興
に
お
い
て
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ドの
視
点
も
ご
指
摘
の
とお
り必
要
で
あ
る
こと
か
らデ
ー
タ収
集
等
に
努
め
て
ま
い
りま
す
。ま
た
、部
局

間
連
携
も
⼤
切
で
あ
る
こと
か
ら、
しっ
か
りと
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とっ
て
事
業
を
進
め
て
ま
い
りま
す
。

今
後
は
定
義
づ
け
や
対
象
が
⼀
致
す
る
よ
う記
載
内
容
の
精
査
を
して
ま
い
りま
す
。

い
た
だ
い
た
ご
意
⾒
を
参
考
とさ
せ
て
い
た
だ
き
、ロ
ジ
ック
モ
デ
ル
シ
ー
ト上
で
の
共
有
に
限
らず
、他
部
署
との
連
携
事
業
に
つ
い
て
詳
細
把
握
に
努
め
て
ま
い
りま
す
。

施
策
名

施
策
の
目
的

部
局
名

外 部 評 価 委 員 の コ メ ン ト

対
応
す
る

意
⾒
番
号

① ④ ⑤
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